
平成２５年度 神栖市男女共同参画 実施状況報告書

《報告書の見方》

　この報告書は，平成２５年度から平成２９年度までの後期５年

間の実施計画を策定し，平成２５年度事業を対象に，その取り組

み状況や実施状況などを調査し，取りまとめたものです。

■基本目標　Ⅰ 女と男・ともに育む新たな意識づくり　・・・・・・　１頁～１０頁

■基本目標　Ⅱ 女と男・ともに働く環境づくり・・・・・・・・・・１１頁～１３頁

■基本目標　Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり・・・・・１４頁～２８頁

■基本目標　Ⅳ 女と男・ともに参画を推進するシステムづくり・・・２９頁～３３頁

【実施状況】・実施した　・検討した　・未着手　・定着した(完了)

基本目標Ⅰ　女と男・ともに育む新たな意識づくり

重点課題　１　男女の平等をめざした意識づくりの推進

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

１　男女

共同参画

の普及
1 1-1

男女共同参

画計画普及

活動事業

男女共同参画計画

の理解を深めるた

め，男女共同参画

計画「かみすﾊーﾄﾌ

ﾙﾌ゚ﾗﾝ」の周知を

図る。

市 ホームページで「かみすハ
ートフルプラン」の案内。男
女共同参画イベント「市民フ
ォーラム」開催時（２月１６
日）や，市民フェスタ（１０
月１９・２０日）において，
来場者へ周知できるよう計画
書（概要版）を配置し，ＰＲ
活動に努めた。

0
実施し

た

市 ホームページで「かみす
ハートフルプラン」の案
内。男女共同参画イベント
「市民フォーラム」開催時
（３月３日），来場者へ周
知できるよう計画書（概要
版）を配置し，ＰＲ活動に
努めた。

市民協働

課

２　男女

共同参画

推進条例

の周知，

運用

2 2-1

男女共同参

画推進条例

の周知・運

用

神栖市男女共同参
画推進条例の基本
理念を踏まえ，男
女共同参画に関す
る施策の運用を図
る。

市男女共同参画推進条例第17
条第2項及び男女共同参画推進
事業者表彰実施要項に基づ
き，２団体を表彰した。ま
た，市の男女共同参画に係わ
る前年度の取組み等の実施状
況を男女共同参画審議会へ報
告した。

28
実施し

た

市男女共同参画推進条例第17条
第2項及び男女共同参画推進事
業者表彰実施要項に基づき，２
名を表彰した。また，市の男女
共同参画に係わる前年度の取組
み等の実施状況を男女共同参画
審議会へ報告した。

市民協働

課

３　男女
共同参画
計画に関
する意識
啓発事業
の実施

3 3-1

意識啓発パ

ンフレット

作成事業

男女共同参画推進
条例及び男女共同
参画計画を分かり
やすい表現で作成
し，広く市民等に
配布する。

神栖市男女共同参画計画「か
みすハートフルプラン」の後
期見直しを行い，分かりやす
い表現で作成するように努め
た。
また，条例および計画を市の
ホームページで案内し，PR活
動に努めた。

0
実施し

た

市のホームページで案内

し，ＰＲ活動に努めた。

市民協働

課

１　男女

共同参画

に関する

考え方の

普及、定

着

３　男女

共同参画

計画に関

する意識

啓発事業

の実施

4 3-2

男女共同参

画推進事業

者表彰事業

女性の能力活用や職
域拡大，家庭生活等
で女性の積極的な活
動支援を行っている
事業者を表彰するこ
とにより，地域にお
ける人権尊重，男女
平等意識の醸成を図
る。

泉町行政区，平泉ジュ
ニアチアダンスクラブ
の２団体を市民フォー
ラムで表彰し，その取
組状況などを広報紙や
情報誌，ホームページ
等で紹介し，市民の意
識啓発に努めた。

28
実施し

た

原吉秀・範子ご夫妻を市民フォ
ーラムで表彰し，その取組状況
などを広報紙や情報誌，ホーム
ページ等で紹介し，市民の意識
啓発に努めた。（取組内容：ご
夫婦でエコファーマーの認定を
受け認定農業士をされ，範子氏
においては，市の男女共同参画
審議会会長をはじめ女性の職域
拡大に努めている｡）

市民協働

課
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基本目標Ⅰ　女と男・ともに育む新たな意識づくり

重点課題　１　男女の平等をめざした意識づくりの推進

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

３　男女

共同参画

計画に関

する意識

啓発事業

の実施

5 3-3

男女共同参

画情報誌発

行事業

定期的に男女共同

参画に関する情報

誌「ﾊーﾄﾌﾙかみ

す」を発行し，市

民の意識の醸成を

図る。

編集委員である市民4人による
情報誌「ハートフルかみす」
を年２回(9月･3月)
各9,000部発行し，市内小学校
の保護者に配布した。また，
市内の広報スタンド(76カ所)
への設置やホームページに掲
載して，市民の意識啓発を図
った。

511
実施し

た

編集委員である市民4人による
情報誌「ハートフルかみす」を
年２回(9月･3月)
各9,000部発行し，市内小学校
の保護者に配布した。また，市
内の広報スタンド(69カ所)への
配布やホームページに掲載し
て，市民の意識啓発を図った。

市民協働

課

３　男女

共同参画

計画に関

する意識

啓発事業

の実施

6 3-4

男女共同参

画市民フォ

ーラムの開

催

市民による実行委

員会を組織し，市

民や事業者等へ男

女共同参画に対す

る理解と意識の高

揚を図る。

市民10人による実行委員会を
組織し，2月16日に市民フォー
ラムを開催し，男女共同参画
の推進に対する市民や事業者
等への意識啓発に努めた。来
場者は約400人。内容は生涯学
習推進事業と共催で行い，講
演・推進事業者表彰・生涯学
習の発表を含むアトラクショ
ン等。

555
実施し

た

市民10人による実行委員会を組
織し，3月3日に市民フォーラム
を開催し，男女共同参画の推進
に対する市民や事業者等への意
識啓発に努めた。来場者は約25
0人。内容は生涯学習推進事業
と共催で行い，講演・推進事業
者表彰・生涯学習の発表を含む
アトラクション等。

市民協働

課

３　男女共
同参画計画
に関する意
識啓発事業
の実施

7 3-5

男女共同参画
啓発事業の広
報・情報提供
の充実

男女共同参画を推
進する事業の広報
および情報提供を
行う。

市民フォーラム（２月１６日
開催）の際，企業等へメール
での案内および関係団体等へ
ダイレクトメールの送付等を
行った。

5
実施し

た
－

市民協働

課

４　人権尊
重に関する
社会同和教
育の推進

8 4-1
特設人権相

談事業

地域に密着した会場
で，法務局職員や人
権擁護委員による相
談業務を支援する。

毎偶数月に保健福祉会館とは
さき福祉センターの二箇所で
１日ずつ人権相談会場を設け
相談業務を支援、また広報誌
にて人権相談の周知を行っ
た。

0
実施し

た

年６回２会場において実施
している人権相談会場の確
保や準備、人権相談の広報
誌掲載などの周知等支援を
行った。

社会福祉

課

１　男女

共同参画

に関する

考え方の

普及、定

着

４　人権

尊重に関

する社会

同和教育

の推進

9 4-2

人権・同和

講座の開催

および参加

人権尊重等の講座

を開催し、研修会

等に参加する。

家庭教育学級で．人権教育講
座を開催
人権教育研修会への参加
・人権教育行政主管課長会議
・人権教育指導者中央研修会
・同和教育研修会
・同和問題研修会

- 126
実施し

た

人権教育研修会へ参加した。
・人権教育行政主管課長会議
・人権教育指導者中央研修会
（2日間）
・人権（同和）教育研修会
・人権同和研修会

文化スポ

ーツ課

５　男女共
同参画の視
点に立った
各種講座等
の改善

10 5-1
託児付事業

の推進

イベント等開催時に
託児室を設け，参加
者が参画しやすい環
境づくりを進める。

2月16日の市民フォーラ

ム開催時に託児室を設

けた。

17
実施し

た

3月3日の市民フォーラム

開催時に託児室を設け

た。

市民協働

課

２　男女

平等の視

点に立っ

た社会通

念や慣習

の見直し

５　男女共
同参画の視
点に立った
各種講座等
の改善

11 5-2
子育て講座

事業の開催

就学児検診の開催時
に，子育て講座を設け
て参加しやすい環境づ
くりを促進する。

社会教育指導員による子育て
講座。
・学童期子育て講座
・思春期子育て講座
・就学時子育て講座

- 2,363
実施し

た

学童期子育て講座・思春期子育
て講座・就学時子育て講座を開
催した。開催時には託児の場や
保育ｻﾎ゚ ﾀーーを配置し参加しやす
い環境づくりに努めた。

文化スポ

ーツ課
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基本目標Ⅰ　女と男・ともに育む新たな意識づくり

重点課題　１　男女の平等をめざした意識づくりの推進

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

５　男女共
同参画の視
点に立った
各種講座等
の改善

12 5-3
受付時間へ

の配慮

男女がともに家庭

や育児に参画でき

るよう環境づくり

を推進する。

児童扶養手当の現況届の受付
時間を、今年度も午後７時ま
で延長して実施した。児童手
当の現況届は、利便性を図る
ためここ数年郵送受付を可と
し、定着してきた。

児童手当現況届
を郵送でした方
で、書類不備が
あった場合の確
認がなかなかで
きない。

0
実施し

た

児童扶養手当の現況届の受
付時間を午後７時まで延長
して実施した。児童手当の
申請には更なる利便性を図
るため，郵送受付とした。

こども課

５　男女共
同参画の視
点に立った
各種講座等
の改善

13 5-4
定期講座へ

の参加促進

定期講座に子育て

中の市民が参加し

やすい環境づくり

を促進する。

託児付講座を2講座実施。ｽ
ｸﾗｯﾌ゚ﾌ゙ｯｷﾝｸ゙体験講座（受
講者15人），ﾌ゚ﾘｻ゙ ﾌー゙ﾄ゙ﾌﾗ
ﾜーｱﾚﾝｼ゙ﾒﾝﾄ体験講座（受講
者8人）

募集人数が少な
いため，大々的
な広報ができな
かった。内容等
の調整を行い全
館での開催を検
討。

39
実施し

た
未実施。

中央公民

館

６　男女共
同参画の視
点に立った
広報の改善

14 6-1

行政刊行物

における表

現の留意

市が発行する刊行物
などにおいて，偏っ
た表現にならないよ
う留意する。

広報紙，情報誌「ハートフル
かみす」等の編集にあたって
は，男女共同参画の視点から
偏った表現にならないよう留
意し作成した。

0
実施し

た

広報紙，情報誌「ハートフルか
みす」等の編集にあたっては，
男女共同参画の視点から偏った
表現にならないよう留意し作成
した。

市民協働

課

６　男女
共同参画
の視点に
立った広
報の改善

15 6-2

教育委員会

刊行物にお

ける表現の

留意

教育委員会が発行
する刊行物などに
おいて，偏った表
現にならないよう
留意する。

広報紙・ホームページを男女
共同参画の視点に立った表現
にし，幅広い情報提供に努め
た。「神栖市の教育」，「教
育委員会点検・評価報告書」
などの定期刊行物における確
認を行った。

表現など，極
力，市民にわか
りやすい言葉を
使用するととも
に，表現の統一
に努めている。

0
実施し

た

広報紙・ホームページを男女共
同参画の視点に立った表現に
し，幅広い情報提供に努めた。
「神栖市の教育」，「教育委員
会点検・評価報告書」などの定
期刊行物における確認を行っ
た。

教育総務

課

７　職場・
家庭・地域
等における
社会通念や
慣習を見直
す意識啓発

16 7-1

職場慣行の

点検と見直

しの促進

性別による役割分

担意識にとらわれ

ないよう，意識の

高揚を図る。

市職員に対し，会議や研修時
のお茶入れについて，性別に
よる慣習を見直す意識啓発に
努めた。自課においては，性
別分担意識にとらわれないよ
う，男女平等の視点に立った
慣習の見直しを心がけた。

0
実施し

た

市職員に対し，会議や研修時の
お茶入れについて，性別による
慣習を見直す意識啓発に努め
た。自課においては，性別分担
意識にとらわれないよう，男女
平等の視点に立った慣習の見直
しを心がけた。

市民協働

課

８　男性の
家事・育児
・介護への
参加を促す
機会の提供

17 8-1

育児・介護

休暇制度の

利用促進の

啓発

男女ともに育児・介護
休暇制度を利用すると
ともに，職場において
も制度の理解，協力し
合う体制づくりに努め
る。

子育て中の男性職員に育児
休暇の取得を勧めた。
平成25年度
育児休暇取得者0人

0
検討し

た

子育て中の男性職員に育

児休暇の取得を勧めた。

平成24年度

取得者1人（育児休暇）

市民協働

課

２　男女

平等の視

点に立っ

た社会通

念や慣習

の見直し

８　男性

の家事，

育児，介

護への参

加を促す

機会の提

供

18 8-2
ﾆｭーﾌｧﾐﾘーｾﾐﾅ

のー開催

ﾆｭーﾌｧﾐﾘーｾﾐﾅーを通

して夫婦で子育て

教育への参加を促

進する。

育児力の向上のために

お互いの役割を理解

し，協力して子育てに

向かうことができるよ

うに支援を行ってい

る。

年4回開催124人参加

夫が沐浴体験を
するだけでな
く，育児のイメ
ージを持てるよ
うな内容を検討
していく。ま
た、1つの講座
で場所の移動を
しなければなら
ないため，実施
形態についても
検討が必要。

50
実施し

た

育児力の向上のためにお

互いの役割を理解し，協

力して子育てに向かうこ

とができるように支援を

行っている。

年4回開催136人参加

健康増進

課
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基本目標Ⅰ　女と男・ともに育む新たな意識づくり

重点課題　１　男女の平等をめざした意識づくりの推進

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

19 9-1

女性の理工系
分野への関心
・理解を高め
る事業の推進

女子学生・生徒が理工
系分野へ関心・理解を
高めるため，科学技術
分野の理解増進に関す
る事業を推進する。

かみす市民フォーラム（２月
１６日開催）において，気象
予報士の木原実氏を招き，講
演（テーマ：子育てにも役立
つ！お天気のふしぎ）を開催
した。

288
実施し

た
－

市民協働

課

20 9-2

青少年のた

めの科学の

祭典

子ども達が理科の実験
や工作の実体験を通し
て，科学技術の面白さ
や不思議さなど，科学
の魅力を体験できる機
会を提供する。

鹿行地区５市が構成する「青
少年のための科学の祭典鹿行
地区大会実行委員会」の主催
で，行方市麻生中学校を会場
に，11月17日（日）に実施。
1,896名が参加。

-

鹿行地区を輪
番でめぐるた
め，遠方の会
場には行きづ
らい。

100
実施し

た
－

文化スポ

ーツ課

21 9-3 定期講座講習会等事業
理工学に関する講座・
講習会等の開催

開講に向けての計画を作成中 0検討した － 中央公民館

２　男女

平等の視

点に立っ

た社会通

念や慣習

の見直し

９　女性

が理工学

系への関

心・理解

を高める

ための事

業の推進

22 9-4

理工系分野

への学習促

進

青少年への理工系

分野への学習・興

味を促進する。
理工学に関する図書の

収集をしている。

徐々に収集数
を増やしてい
るため、急激
には蔵書数は
増えていな
い。

さらなる周

知が必要。

加えて蔵書

も増やす。

88
実施し

た
－

中央図書

館

１０　外国
人居住者を
対象とした
相談・支援
の充実

23 10-1

在住外国人

の生活相談

情報の提供

在住外国人が抱え
る問題を解決する
相談窓口の情報を
提供する。

市国際交流協会の翻訳事業
を通して，外国人が市の法
律相談事業を利用する際に
支援を行なった。

外国人住民が生
活上抱える問題
を的確に把握す
ることが課題で
ある。

0
実施し

た

外国人の方から相談があ
った際に，県国際交流協
会の外国人相談窓口（7ヶ
国語対応）を案内した。

政策企画

課

１１　外
国語によ
る公共表
示の整備
促進，広
報の充実

24 11-1

外国語によ

る広報の充

実

在住外国人等に役

立つ生活情報を提

供する。

市国際交流協会のホームペー
ジを活用し，日本語・ポルト
ガル語・中国語・タイ語・英
語の５ヶ国語による基本的な
生活情報の提供を行なった。
また，協会の行事予定等を掲
載し，最新の情報を伝えるよ
うに務めた。

0
実施し

た

市国際交流協会のホームページ
を活用し，日本語・ポルトガル
語・中国語・タイ語・英語の５
ヶ国語による基本的な生活情報
の提供を行った。また，協会の
行事予定等を掲載し，最新の情
報を伝えるように努めた。

政策企画

課

１１　外国
語による公
共表示の整
備促進，広
報の充実

25 11-2

外国語の表

示板の修繕

及び表示変

更

避難施設の表示を

日本語と英語で併

記し，外国人の利

便性を図る。

避難場所看板設置
　3ヶ所　945,000円
津波避難誘導看板設置
　60ヶ所（居切地区）
　260,190円
蓄光式津波避難ビル看板設置
　2ヶ所　179,445円

1,385
実施し

た

避難施設及び誘導箇所の

設置場所の再調査をし，

次年度以降の整備計画を

した。

防災安全

課

３　国際

社会への

理解と交

流の推進

１１　外国
語による公
共表示の整
備促進，広
報の充実

26 11-3
外国語版資

料の周知

外国版の資料を提

供し，外国人へ効

果的に啓発する。

国･県等の啓発パンフレ
ット，冊子を活用し外
国人への情報提供に努
めた。

0
実施し

た

国･県等の啓発パンフレッ

ト，冊子を活用し外国人

への情報提供に努めた。

市民課
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基本目標Ⅰ　女と男・ともに育む新たな意識づくり

重点課題　１　男女の平等をめざした意識づくりの推進

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

１１　外
国語によ
る公共表
示の整備
促進，広
報の充実

27 11-4

観光用看板

等の外国語

表示への整

備

市内の外国人居住者や
来訪する外国人観光客
へ本市の観光資源を紹
介するなどｲﾒーｼ゙ｱｯﾌ゚
とＰＲの推進を図り，
外国語表示による看板
・ﾊ゚ﾝﾌﾚｯﾄを検討す
る。

外国語を表記した観光
ガイドマップを市出先
機関等に設置した。ま
た観光ＰＲのために機
会あるごとに配布する
など有効活用した。

観光ガイドマッ
プの内容や名称
等の変更がみら
れるので，増刷
する際に修正
し，最新の情報
提供に努める。

1,229
実施し

た

外国語を表記した観光ガ
イドマップを市出先機関
等に設置した。また観光
ＰＲのために機会あるご
とに配布するなど有効活
用した。

商工観光

課

１２　国際
交流に関す
る活動支
援，情報提
供の充実

28 12-1

国際交流協

会情報誌発

行事業

国際交流協会情報誌
「きぃ～ふぁ」の発行
を支援し，各種ｲﾍ゙ﾝﾄ
情報を提供する。

情報誌「きぃ～ふぁ」を12月
に2,000部発行し，協会員や各
公共施設等への配布を行な
い，協会の活動を広くＰＲし
た。

会員の協力で配
布先を増やし，
より多くの方に
ＰＲできるよう
努めたい。

0
実施し

た

情報誌「きぃ～ふぁ」を12月に
2,000部発行し，協会員や各公
共施設等への配布を行い，協会
の活動を広くPRした。

政策企画

課

１３　学
校教育に
おける国
際理解教
育の推進

29 13-1

中学生海外

派遣交流事

業

ﾎーﾑｽﾃｨや地域行事への
参加等を通して，外国
の人々との友好親善を
図るとともに，国際的
視野を広め当市の発展
に貢献できる有為な人
材を育成する。

未実施

交流先の姉

妹都市・ユ

ーリカ市の

事情により

ユーリカ市の事
情により、連絡
・調整が出来な
い状況が続いて
いたが、平成２
６年５月に連絡
が取れた。

0未着手 未実施 学務課

１３　学
校教育に
おける国
際理解教
育の推進

30 13-2
外国語教育

推進事業

社会の変化に対応
できる児童生徒の
育成を図り，国際
理解教育の推進を
図る。

外国語指導助手［ＡＬＴ］
を小中学校で活用し，外国
語教育に対する興味・関心
を高め，コミュニケーショ
ン能力の育成を図った（学
務課での業務委託）

ＡＬＴと教科担
任が，授業につ
いて十分に打ち
合わせを行うこ
とで，教育効果
をより上げてい
く必要がある。

63,630
実施し

た

外国語指導助手［ALT］を，
小中学校で活用し，外国語
教育に対する興味・関心を
高め，コミュニケーション
能力の育成を図った。（学
務課での業務委託）

教育指導

課

３　国際

社会への

理解と交

流の推進

１４　地
域におけ
る国際理
解の推進

31 14-1
海外親善訪

問事業

姉妹都市や友好都市
との交流を促進する
ため，訪問団を結成
し相互に訪問する。

未実施

相手方の事情
等もあり，Ｈ2
5年度は本事業
を実施しなか
った。

0未着手 なし
政策企画

課
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基本目標Ⅰ　女と男・ともに育む新たな意識づくり

重点課題　２　男女平等の視点に立った教育の推進

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

１５　家庭
教育に関す
る講座等の
充実

32 15-1
家庭教育学

級の充実

近年の社会情勢の変
化から家庭教育の重
要性が見直され，そ
の充実を図る。

市内幼稚園・小中学校29校の
家庭教育学級において、それ
ぞれ年間20時間以上の自主学
習を行い、家庭の教育力の向
上に努めた。

- 3,718
実施し

た

事業説明会に，外部団体

による講演会を実施し

た。

文化スポ

ーツ課

１６　家庭
教育に関す
る相談の充
実

33 16-1
教育に関す
る悩みの相
談

家庭教育に関する
諸問題に対し，電
話相談に応じる。

教育相談員（３名）交代（月
～金，9:00～16:00）子育て，
交友関係に関する電話相談。
電話相談40件。

相談者が来庁の
際，プライバシ
ー保護のため別
室が望ましい。

180
実施し

た

教育相談員（３名）交代（月～
金，9：00～16：00）子育て，
交友関係に関する電話相談。電
話相談36件，対面相談1件。

教育指導

課

１　男女

平等の視

点に立っ

た家庭教

育の推進

１７　父

親の家庭

教育への

参加促進

34 17-1
地域子育て

支援事業

地域で子育て支援

をしている団体の

活動を支援する。

親子餅つき大会，バザーフェ
スティバル，サツマイモの収
穫，いも苗植え，運動会参
加，ソフトボール大会，美水
連清掃事業，スポーツ大会等
へ参加。

- 30
実施し

た

父親委員会に関する事業

への参加，協力等。

文化スポ

ーツ課

１８　男女
平等の視点
に基づく教
材の普及

35 18-1
神栖市副読

本作成事業

男女平等の視点に

立った副読本の作

成を推進する。

平成24年度と同様のも
のを副読本として増刷
した（平成23年度に部
分改訂）。

新学習指導要領
の内容を十分精
査し，見直しを
する必要があ
る。

1,575
実施し

た

平成23年度と同様のもの

を副読本として増刷し

た。

教育指導

課

１９ 家庭
科の男女
共修の充
実

36 19-1

家庭・技術

科の履修促

進

男女共同参画の視点
に立って，男女が共
に履修する指導計画
を策定する。

技術科・家庭科の履修

に関して，男女同一の

内容で実施している。

男女が共に履修
する指導計画を
策定しており，
特に問題はな
い。

0
実施し

た

技術科・家庭科の履修に

関して，男女同一の内容

で実施している。

教育指導

課

２０ 外国人
児童生徒等
を対象とし
た日本語指
導

37 20-1

日本語指導
教育(わくわ
くワールド)
事業

外国人児童生徒などが
日常生活や学校生活へ
適応するのに必要な日
本語力を身につける。

軽野東小をセンター校と
し，日本語指導員8名によ
り，児童生徒43名に日本語
指導を行っている。

日本語指導員の
待遇の改善に努
め，多様な母語
の日本語指導に
努めていく。

14,719
実施し

た

軽野東小をセンター校と
し，日本語指導員8名によ
り，児童生徒61名に日本
語指導を行っている。

教育指導

課

２１　児童
生徒の悩み
に対応でき
る相談支援
体制の整備

38 21-1
心の教室相

談事業

生徒の抱える不安や悩
み，ストレスの状況を
把握し，その緩和・解
消に向けて相談員を派
遣する。

心の教室相談員を全中学校
に週3日（1日３時間）配置
し，生徒の悩み相談に対応
している。

2,798
実施し

た

心の教室相談員を全中学
校に週3日，１日3時間配
置し，生徒の悩みに相談
に対応している。

教育指導

課

２１　児童
生徒の悩み
に対応でき
る相談支援
体制の整備

39 21-2
登校支援教

室事業

登校できない児童生
徒の個々の悩みや不
安の解消を図り，再
登校を支援する。

2教室，9名の登校支援相談
員により，不登校児童生徒
の再登校に向けた支援を行
っている。通級生・相談生
は21名であった。

相談活動には専
門性が必要であ
り，水準を維持
するため，正規
の市職員の採用
が必要である。

24,971
実施し

た

2教室，10名の登校支援相談
員により，不登校児童生徒
の再登校に向けた支援を行
っている。通級生・相談生
は25名であった。

教育指導

課

２　男女

平等の視

点に立っ

た幼児教

育・学校

教育の推

進

２２　人権
尊重や男女
平等に関す
る教育の充
実

40 22-1
人権・平等

教育の充実

人権教育･男女平
等への学習指導計
画に基づいた教育
の充実を図る。

各学校で人権教育全体計画・
年間計画を作成し，児童生徒
の指導にあたっている。男女
平等の人権感覚を育んだ。

指導方法・教材
の情報交換等，
人権教育に係る
研修会の充実が
必要である。

0
実施し

た

各校で人権教育全体計画・年間
計画を作成し，児童生徒の指導
にあたっている。男女平等の人
権感覚を育んだ。

教育指導

課
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基本目標Ⅰ　女と男・ともに育む新たな意識づくり

重点課題　２　男女平等の視点に立った教育の推進

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

２３　将来
を自由に選
択できる進
路指導の充
実

41 23-1
キャリア教

育の充実

男女の性別に関わ

りなく，個性に応

じたキャリア教育

の充実を図る。

小学校では，自分のよさに気
付き，夢や希望を実現するた
めに意欲をもって取り組む児
童の育成を行った。また中学
校では，自らの意思と責任に
おいて進路を選択・決定する
能力・態度の育成を行った。

キャリア教育の
重要性を鑑み，
各学校に十分浸
透させる機会と
して，研修会等
の実施の必要が
ある。

0
実施し

た

小学校では，自分のよさに気付
き，夢や希望を実現するために
意欲をもって取り組む児童の育
成を行った。また中学校では，
自らの意思と責任において進路
を選択・決定する能力・態度の
育成を行った。

教育指導

課

２４　学校
運営・学校
行事・ＰＴ
Ａ活動等す
べての教育
活動におけ
る男女共同
参画の推進

42 24-1
学校評議員

会議の開催

地域に開かれ，特色
ある学校づくりを一
層推進するため，地
域・学校・家庭が協
力して子どもの成長
・発達を促進する。

学校評議員会を開催

し，学校運営や児童生

徒の健全育成に関する

意見を求めた。

人選が難し

い地区があ

る。

942
実施し

た

学校評議員会を開催し，

学校運営や児童生徒の健

全育成に関する意見を求

めた。

教育指導

課

２５　リプ
ロダクティ
ブ・ヘルス
／ライツの
視点を盛り
込んだ小・
中学校にお
ける性教育
の充実

43 25-1
思春期講座

の開催

心身の発達段階に

応じた性教育の必

要性から，関係機

関と連携しながら

講座を開催する。

未実施

学校からの要
望もなく，ま
た，ハイリス
ク妊婦や乳幼
児の訪問が多
く、実施でき
なかった。

0未着手 未実施
健康増進

課

２　男女

平等の視

点に立っ

た幼児教

育・学校

教育の推

進

２５　リプ
ロダクティ
ブ・ヘルス
／ライツの
視点を盛り
込んだ小・
中学校にお
ける性教育
の充実

44 25-2
性教育に関

する充実

各小・中学校と連

携を図り，性教育

に関する正しい知

識の普及，啓発を

図る。

各小・中学校とも，年

間の指導計画を作成

し，それぞれの学年に

応じて，教育計画を取

り入れている。

各学校の実態や
学年の発達段階
に応じて，系統
的に実施する必
要がある。ま
た，専門家の指
導による正しい
知識の定着も必
要である。

0
実施し

た

各小・中学校とも，年間

の指導計画を作成し，そ

れぞれの学年に応じて，

教育計画を取り入れ実施

している。

教育指導

課
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基本目標Ⅰ　女と男・ともに育む新たな意識づくり

重点課題　３　男女の人権を尊重する意識づくりの推進

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

２６　女性
に対するあ
らゆる暴力
を予防する
啓発の充実

45 26-1

暴力防止の

ための情報

提供

女性に対する暴力

防止のための情報

提供に努める。

国や県からの女性に対する暴
力防止ポスターを出先機関に
掲示，また広報紙に相談窓口
を表示するなど暴力防止の啓
発に努めた。また，中学生を
対象に，デートＤＶ出前講座
を市内中学校２校で行った。

16
実施し

た

国や県からの女性に対する
暴力防止ポスターを出先機
関に掲示，また広報紙に相
談窓口を表示するなど暴力
防止の啓発に努めた。

市民協働

課

２６　女性
に対するあ
らゆる暴力
を予防する
啓発の充実

46 26-2

配偶者等か

らの暴力(Ｄ

Ｖ)防止の周

知

配偶者等からの暴力は
犯罪であるという意識
の浸透と理解の促進を
図る。また，暴力が子
どもに与える影響や未
婚の若者間の暴力につ
いても意識啓発に努め
る。

婦人相談所作成のパン

フレットを窓口等に掲

示した

0
実施し

た

婦人相談所作成のパンフ

レットを窓口等に掲示し

た

社会福祉

課

２７　女性
に対する暴
力防止につ
いての調査
研究

47 27-1
ケース検討

会の開催

女性総合相談での
相談事例を調査研
究し，相談員の資
質の向上に努め
る。

女性相談員及び関係職員によ
るケース検討会を毎月1回実
施。相談員同士の情報共有と
相談事例を相互に検討して，
相談員の資質向上に努めた。
また，女性相談に関する研修
へ参加した。

7
実施し

た

女性相談員及び関係職員に
よるケース検討会を毎月1回
実施。相談員同士の情報共
有と相談事例を相互に検討
して，相談員の資質向上に
努めた。

市民協働

課

２８　暴

力を早期

発見する

ための知

識の普及

48 28-1

民生委員児

童委員研修

事業

相談業務に必要な

知識を身に付け，

市民ニーズに対応

できるよう民生委

員児童委員の資質

を高める。

民生委員児童委員教室や民生
委員児童委員全体研修会等積
極的に研修に参加し、相談業
務に必要な知識を身につけ
た。また地区民児協定例会に
おいても、生活保護、社会福
祉協議会の概要等積極的に研
修を行い、幅広い知識を身に
つけた。

1,931
実施し

た

国・県が主催する研修会等
への参加を支援するととも
に，民生委員児童委員自身
の資質の向上を図った。毎
月開催する定例会において
も各種研修を行った。（定
例会及び総会で年12回，他
県内研修等14回）

社会福祉

課

２９　行政
内における
セクシュア
ル・ハラス
メント防止
に向けた取
り組みの推
進

49 29-1

職場のｾｸｼｭｱ

ﾙ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ防

止事業

ｾｸｼｭｱﾙ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄにつ
いての理解を深める
ため研修会の実施
と，指針等を作成・
周知により，安心し
て働ける職場環境の
整備に努める。

ハラスメント防止ガイ

ドブックを作成し，職

員へ周知を図った。

ハラスメント防
止ガイドブック
の周知するとと
もに，コンプラ
イアンス研修を
とおしてハラス
メントの未然防
止を図る。

0
実施し

た

市のガイドブック作成に

必要なハラスメントの事

例研究など情報収集。

職員課

１　男女

間の暴力

を根絶す

るための

意識啓発

３０　教育
分野におけ
るセクシュ
アル・ハラ
スメント防
止に向けた
取り組みの
推進

50 30-1

教職員に対

する意識啓

発

小・中学校教職員

のｾｸｼｭｱﾙ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ

防止等の研修会へ

の参加を促進す

る。

教育委員会としてセク
ハラ防止は「3ない運
動」の一つとして，服
務面の最重点に置き，
あらゆる機会に指導し
ている。

私生活に関わる
部分が多く，管
理職が発見しに
くい。教員の心
の教育に力を入
れる必要があ
る。

0
実施し

た

教育委員会としてセクハ

ラ防止は「3ない運動」の

一つとして，服務面の最

重点に置き，あらゆる機

会に指導している。

教育指導

課
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基本目標Ⅰ　女と男・ともに育む新たな意識づくり

重点課題　３　男女の人権を尊重する意識づくりの推進

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

３１　被害
者のための
相談体制の
充実

51 31-1
女性総合相

談事業

女性が抱えている様々
な悩みごとや問題の解
決に向け，相談員が面
接・電話相談を通し，
女性の人権尊重を図
る。

相談員4人が女性が抱えるさま
ざまな相談に応じた。毎週火
曜日実施，相談件数：63件,相
談者51人，主な相談内容：配
偶者への暴力，離婚，財産分
与等

541
実施し

た

相談員4人が女性が抱えるさま
ざまな相談に応じた。毎週火曜
日実施，相談件数：87件,相談
者56人，主な相談内容：配偶者
への暴力，離婚，財産分与，心
の相談等

市民協働

課

３１　被害
者のための
相談体制の
充実

52 31-2
ＤＶ（配偶者
からの暴力)相
談窓口の充実

ＤＶ被害者の相談体制
を整備し，関係機関と
の連携を促進する。

社会福祉課窓口では随時相談
を受け付け、関係機関と連携
しながら対処した。（相談件
数：２０件）

0
実施し

た

社会福祉課窓口では随時相談を
受け付け、関係機関と連携しな
がら対処した。（相談件数：１
２件）

社会福祉

課

３２　加害
者のための
相談体制の
整備検討

53 32-1
加害者の対
応策への情
報収集

加害者の暴力等の再発
を防ぐため，更正ﾌ゚ﾛ
ｸ゙ﾗﾑを持つ関係機関等
の情報収集に努める。

相談員DV加害者プログラムの
講座が未実施だったため，他
に開催された研修などの情報
収集・情報提供に努めた。

0
実施し

た

相談員DV加害者プログラムの講
座へ参加し，情報の収集・把握
に努めた。県外研修1回（1人参
加）

市民協働

課

３３　被害
者に対する
支援体制の
整備，充実

54 33-1

女性総合相

談に関する

連携

女性が抱える多様な
問題の早期解決を図
るため，関係機関と
の連携調整会議を開
催する。

配偶者からの暴力や性被害に
関する相談については，他課
で情報を共有しているケース
があったため，社会福祉課や
こども課と調整し，情報収集
に努めた。

0
実施し

た
未実施

市民協働

課

２　暴力

の被害を

なくすた

めの体制

の整備，

充実

３３　被害
者に対する
支援体制の
整備，充実

55 33-2

ＤＶ被害者

一時避難支

援事業

配偶者等の暴力によ
り，一時避難が必要と
判断された人を警察及
び相談所と連携し，安
全な施設への収容を支
援する。

県の婦人相談所や警察

と連携を図り、一時保

護が必要な方の支援を

行った。（３件）

0
実施し

た

関係機関との連携を図り

ながら相談に応じたが、

一時保護を必要とする案

件には至らなかった。

社会福祉

課

３４　リプ
ロダクティ
ブ・ヘルス
／ライツに
ついての考
え方の普
及，意識啓
発

56 34-1
思春期講座

の開催

心身の発達段階に

応じた性教育の必

要性から，関係機

関と連携しながら

講座を開催する。

未実施

学校からの要
望もなく，ま
た，ハイリス
ク妊婦や乳幼
児の訪問が多
く、実施でき
なかった。

0未着手 未実施
健康増進

課

３　リプ

ロダクテ

ィブ・ヘ

ルス／ラ

イツの尊

重と健康

支援　
３５　ラ

イフサイ

クルを通

じた女性

の健康支

援の充実
57 35-1

各種がん検

診の実施に

よる早期発

見，早期治

療の促進

がんの早期発見，

早期治療を促進す

る。
子宮・乳・胃・大腸・肺がん
検診の集団検診と子宮・乳が
んの医療機関検診を行った。
・子宮がん集団検診 1,229名
・子宮がん医療機関検診 2,17
1名
・乳がん集団検診 2,169名
・乳がん医療機関検診 624名
・胃がん検診 2,017名
・大腸がん検診 3,350名
・肺がん検診6,716名

胃がん検診・大
腸がん検診につ
いては、無料対
象者を設定した
ため受診者数が
増えたが、他の
検診については
ほぼ横ばい状
態。今後は各世
帯宛てにがん検
診意向調査票
（がん検診のご
案内）を送付し
て受診勧奨を行
う。

53,375
実施し

た

子宮・乳・胃・大腸・肺がん検
診の集団検診と子宮・乳がんの
医療機関検診を行った。
・子宮がん集団検診 1,289名
・子宮がん医療機関検診 2,284
名
・乳がん集団検診 2,193名
・乳がん医療機関検診 624名
・胃がん検診 1,575名
・大腸がん検診 2,988名
・肺がん検診 6,137名

健康増進

課
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基本目標Ⅰ　女と男・ともに育む新たな意識づくり

重点課題　３　男女の人権を尊重する意識づくりの推進

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

３６　売買
春や性の商
品化を防止
する啓発の
充実

58 36-1

売春等，性
の商品化に
ついての防
止啓発

売春等，性の商品

化についての防止

啓発に努める。

売春や人身取引が犯罪である
ことについて，国からのポス
ターやリーフレットを公共施
設へ掲示し，周知に努めた。

0
実施し

た

売春や人身取引が犯罪であるこ
とについて，国からのポスター
やリーフレットを公共施設へ掲
示し，周知に努めた。

市民協働

課

３　リプ

ロダクテ

ィブ・ヘ

ルス／ラ

イツの尊

重と健康

支援　

３７　衛

生教育の

充実

59 37-1
エイズ検査

事業の充実

妊産婦を対象に妊

婦一般健康診査第

１回目においてＨ

ＩＶ抗体検査を行

う。
妊婦一般健康診査にお

いて，791名にHIV抗体

検査を実施。

妊婦一般健康診
査において，HI
V抗体検査を実
施しているが，
結果については
実施か未実施か
の記載のみで，
陰性か陽性かに
ついては市にあ
がってこない。
そのため，市民
からの相談がな
ければ情報提供
等ができない状
況である

12,933
実施し

た

妊婦一般健康診査におい

て，866名にHIV抗体検査

を実施。

健康増進

課
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基本目標Ⅱ 女と男・ともに働く環境づくり

重点課題　１　男女の個性や能力が発揮できる職場づくり

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

３８　男女
雇用機会均
等法など労
働関連法の
周知徹底

60 38-1

男女雇用機会
均等法など労
働関連法の周
知徹底

勤労者，労働団体との
連絡調整を図り，男女
雇用均等法に対する意
識の啓発を図る。

雇用機会均等法に係る
相談に対する専門窓口
の紹介・資料配布によ
る周知に努めた。

0
実施し

た

雇用機会均等法に係る相
談に対する専門窓口の紹
介・資料配布による周知
に努めた。

商工観光

課

３９　事業
所等への男
女共同参画
を普及する
啓発の充実

61 39-1
労働環境の

改善促進

労働条件の向上や
女性が働きやすい
環境づくりを促進
する。

働く女性の健康管理や
労働条件等のパンフレ
ット等を配布し意識啓
発に努めた。

0
実施し

た

働く女性の健康管理や労
働条件等のパンフレット
等を配布し意識啓発に努
めた。

商工観光

課

４０　女

性のため

の労働相

談窓口の

設置
62 40-1

就労支援相

談窓口の設

置

男女問わず，ニー

ト・ひきこもり問

題を含め，幅広い

就労環境に関する

相談に対応するた

め相談窓口を設置

する。

就労支援相談事業によ

り，毎月１回ニート・

ひきこもり関係及び就

労環境に関する相談に

対応した。

急な相談要望が
月１回の相談日
の直後だと，次
の相談日まで約
１ヶ月待っても
らわなければな
らない。こうい
う場合の対応策
はないか。月２
回に増やすほど
ニーズはないよ
うに思うため，
回数の増加では
ない方法はない
か。

108
実施し

た

就労支援相談事業によ

り，毎月１回ニート・ひ

きこもり関係及び就労環

境に関する相談に対応し

た。

商工観光

課

４１　農山
村男女共同
参画推進指
針に基づく
総合的な推
進

63 41-1

家族経営協

定締結の普

及促進

労働時間や家族の役割
分担を明確にし，経営
発展と女性の地位向上
に向けて家族経営協定
の締結を促進する。

家族経営協定締結の意

義について周知

家族経営協定を
締結することに
よる、支援制度
等のメリットが
少ない。

0
実施し

た

家族経営協定締結の意義

について周知
農林課

４１　農
山漁村男
女共同参
画推進指
針に基づ
く総合的
な推進

64 41-2

農山村にお

ける人材の

育成

地域の農業の指導

者となる女性農業

士の拡大と地域リ

ーダーの育成を図

る。

日本一のピーマン産地のＰ
Ｒ、風評被害の払拭、イベ
ント参加による地域でのＰ
Ｒ等、女性部による販促・
ＰＲ活動が積極的に取り組
まれている。このような活
動を通して経営の感覚、女
性リーダーが育成されてい
く。

地域農業の担い
手となる認定農
業者を増やして
いくことを指標
としているが、
認定農業者の更
新はなされてい
るが、新規の認
定には繋がらな
かった。

0
実施し

た

風評被害などによるピー
マン価格の低下を払拭す
るため、女性部による販
促・ＰＲ活動が積極的に
取り組まれている。この
ような活動を通して経営
の感覚、女性リーダーが
育成されていく。

農林課

１　雇用

の場にお

ける均等

な機会と

接遇の確

保

４１　農
山漁村男
女共同参
画推進指
針に基づ
く総合的
な推進

65 41-3

漁村におけ

る人材の育

成

地域の漁業の指導者と
なる女性漁業士の拡大
と地域リーダーの育成
及び女性の漁業・水産
加工従事者の働きやす
い環境、地域の特産物
を活かした事業開発に
関わる具体的な取り組
みに対して支援する。

漁協、水産加工組合女性部
の活動を支援し、地域の漁
業の担い手の育成に努め
た。又、地域の特産物を活
かした事業開発に関わる具
体的な取り組みに対して積
極的に支援した。

0
実施し

た

地域の漁業の指導者となる女性
漁業士の発掘、漁協、水産加工
組合女性部の活動を支援し、地
域の漁業の担い手の育成に努め
た。又、女性の漁業・水産加工
従事者の働きやすい環境の整備
及び地域の特産物を活かした事
業開発に関わる具体的な取り組
みに対して積極的に支援する。

水産・地

域整備課

- 11 -



基本目標Ⅱ 女と男・ともに働く環境づくり

重点課題　１　男女の個性や能力が発揮できる職場づくり

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

４２　多

様な就業

情報の提

供
66 42-1

職業紹介事

業の促進

「職業安定法第３３
条の四」に基づく地
方公共団体として茨
城労働局，近隣企業
と連結した休職者へ
の無料職業紹介事業
を促進する。

自治体職員を対象にし
た職業紹介研修を受講
したが，事業自体は未
実施。ハローワークか
らの最新求人情報を毎
週配布し，情報提供に
努めた。

計画及び人

員不足のた

め

H23から設置す
る方向で計画し
ていたが，いま
だ未実施であ
る。しかし，設
置要望もないた
め，無料職業紹
介所の必要性は
あるのか。

0未着手

自治体職員を対象にした

職業紹介研修を受講した

が，事業自体は未実施。

ハローワークからの最新

求人情報を毎週配布し，

情報提供に努めた。

商工観光

課

４３　就業
に必要な技
術を身につ
ける機会の
提供

67 43-1

子育てママ

再就職支援

事業

茨城県が主催する就業
に関するスキルアップ
講座等を紹介し就労機
会の促進をする。

リーフレットの配布と
市HPへ関連リンクを貼
り，情報提供に努め
た。

0
実施し

た

リーフレットの配布と市H

Pへ関連リンクを貼り，情

報提供に努めた。

商工観光

課

４４　商工
業等への経
営能力の向
上支援

68 44-1
地域総合振興
事業（神栖市
商工会）

商工業の総合的な改善
発達を図り，併せて社
会一般の福祉の増進に
資する。

商工業振興を図るため，商
工会との連携及び事業の支
援に努めた。

0
実施し

た

商工業振興を図るため，
商工会との連携及び事業
の支援に努めた。

商工観光

課

２　職域

の拡大や

起業の支

援

４５　起業
に向けた活
動の支援

69 45-1
創業支援融
資事業（商
工会窓口）

新たな起業に向けた活
動を支援するため，創
業者支援融資制度の活
用を促進する。

各種融資制度のリーフレット
やガイドブックなどを配布
し，融資制度の周知を図っ
た。

0
実施し

た

各種融資制度のリーフレットや
ガイドブックなどを配布し，融
資制度の周知を図った。

商工観光

課
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基本目標Ⅱ 女と男・ともに働く環境づくり

重点課題　２　働き続けるための社会環境の整備促進　

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

４６　労働
時間短縮や
フレックス
タイム制の
普及に向け
た啓発の充
実

70 46-1
労働時間短

縮等の周知

労働基準法に基づく
労働時間短縮やﾌﾚｯｸ
ｽﾀｲﾑ制等の変形労働
時間体制を市内の事
業所等に周知する。

リーフレットの配布を

行い，情報提供を行っ

た。

0
実施し

た

リーフレットの配布を行

い，情報提供を行った。

商工観光

課

４７　テレ
ワーク，Ｓ
ＯＨＯなど
の多様な働
き方につい
ての情報提
供

71 47-1

多様な就労

形態への情

報提供

国・県の施策と連
携しながら,高齢
者や障害者，女性
等の在宅就業の育
成を促進する。

リーフレットの配布に
より，テレワーク・SOH
O等の多様な就労形態へ
の情報の提供に努め
た。

0
実施し

た

リーフレットの配布によ

り，テレワーク・SOHO等

の多様な就労形態への情

報の提供に努めた。

商工観光

課

１　多様

な働き方

が選べる

就業環境

の整備

４８　パー
トタイム労
働，派遣労
働に関する
法律の周知
徹底

72 48-1
ﾊ゚ ﾄーﾀｲﾑ労働

法等の周知

ﾊ゚ ﾄーﾀｲﾑ労働者に

関する法律や制度

などの情報を提供

する。

ﾊ゚ﾝﾌﾚｯﾄ・ﾘーﾌﾚｯﾄなどの

配布により，情報提供

を行った。

0
実施し

た

ﾊ゚ﾝﾌﾚｯﾄ・ﾘーﾌﾚｯﾄなどの配

布により，情報提供を行

った。

商工観光

課

４９　育児
・介護休業
制度の普及
に向けた啓
発の充実

73 49-1

育児・介護

休業制度の

促進

育児休業・介護休

業取得についての

意識啓発を図る。

ﾊ゚ﾝﾌﾚｯﾄ・ﾘーﾌﾚｯﾄの配布

により，情報提供を行

った。

0
実施し

た

ﾊ゚ﾝﾌﾚｯﾄ・ﾘーﾌﾚｯﾄの配布に

より，情報提供を行っ

た。

商工観光

課

５０　再雇
用制度の普
及に向けた
啓発の充実

74 50-1
再雇用制度

の周知

再雇用制度に関する
法律や制度などの情
報を提供する。

再雇用制度のﾊ゚ﾝﾌﾚｯﾄ・ﾘーﾌ
ﾚｯﾄなどの配布により，情
報提供に努めた。

0
実施し

た

再雇用制度のﾊ゚ﾝﾌﾚｯﾄ・ﾘー
ﾌﾚｯﾄなどの配布により，
情報提供に努めた。

商工観光

課

５１　再就
職支援のた
めの情報提
供，相談や
紹介体制の
充実

75 51-1

子育てママ

再就職支援

事業（県事

業）

育児等のために離職
した女性の再就職の
ための職業訓練機会
及び助成金等を紹介
する。

ﾘーﾌﾚｯﾄの配布を行い，

市HPへリンクを貼り情

報提供に努めた。

0
実施し

た

ﾘーﾌﾚｯﾄの配布を行い，市H

Pへリンクを貼り情報提供

に努めた。

商工観光

課

２　職場

における

両立支援

の普及

５２　育児
・介護休業
に対応する
代替人材の
確保促進

76 52-1
求人情報の

提供

ﾊﾛーﾜーｸと連携し，求人
情報（期間限定就労含
む）を求人ＰＣ及びﾊ゚
ﾝﾌﾚｯﾄにより提供す
る。

本庁・支所それぞれの求人
コーナーを整備し，求人情
報，就労関係ﾊ゚ﾝﾌﾚｯﾄなど
を配布した。

0
実施し

た

老朽化して使用できなくなった
求人PCを撤去し，本庁・支所そ
れぞれの求人コーナーを整備
し，求人情報，就労関係ﾊ゚ﾝﾌﾚｯ
ﾄなどを配布した。

商工観光

課
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　１　子どもを安心して産み育てられる環境づくり

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

５３　多様
な支援ニー
ズに対応し
た保育サー
ビスの充実

77 53-1
乳児等保育

事業の充実

公私立保育所で乳
幼児を保育し，子
育てへの支援体制
の充実を図る。

公立・民間保育所にお

いて乳児等の保育を実

施した

12,970
実施し

た

公立・民間保育所におい

て乳児等の保育を実施し

た。

こども課

５３　多様
な支援ニー
ズに対応し
た保育サー
ビスの充実

78 53-2

障がい児保

育事業の充

実

公私立保育所で障
害のある児童の支
援体制の充実を図
る。

公立・民間保育所にお

いて障害のある児童の

保育を実施した。

8,702
実施し

た

公立・民間保育所におい

て障害のある児童の保育

を実施した。

こども課

５３　多様
な支援ニー
ズに対応し
た保育サー
ビスの充実

79 53-3
延長保育事

業の充実

保育ニーズに対応

した保育時間の延

長の充実を図る。

児童の延長保育を実施
することにより，保護
者の就労・子育て支援
に努めた。

72,317
実施し

た

児童の延長保育を実施す
ることにより，保護者の
就労・子育て支援に努め
た。

こども課

５３　多様
な支援ニー
ズに対応し
た保育サー
ビスの充実

80 53-4
休日保育の

拡充

勤務形態の多様化
による共働き世帯
への支援を拡充す
る。

休日保育事業に取り組むこ
とにより，多様化する就労
形態に応じた就労・子育て
支援が図れた。

1,410
実施し

た

休日保育事業に取り組む
ことにより，多様化する
就労形態に応じた就労・
子育て支援が図れた。

こども課

５３　多様
な支援ニー
ズに対応し
た保育サー
ビスの充実

81 53-5

一時保育促

進事業の充

実

冠婚葬祭・保護者
の傷病など，緊急
の場合に児童等を
一時保育する。

一時保育事業に取り組
むことにより，保護者
の就労・子育て支援を
図った。

5,290
実施し

た

一時保育事業に取り組む
ことにより，保護者の就
労・子育て支援を図っ
た。

こども課

５３　多様
な支援ニー
ズに対応し
た保育サー
ビスの充実

82 53-6

病児・病後

児保育事業

の拡充

病後回復等の児童

の保育を拡充す

る。

保護者の子育て支援の
充実を図るため，病児
・病後児保育事業を実
施した。

0

保護者の子育て支援の充
実を図るため，病児・病
後児保育事業を実施し
た。

こども課

５３　多様
な支援ニー
ズに対応し
た保育サー
ビスの充実

83 53-7
預かり保育

事業

子ども達の安全と

心身の健やかな成

長を願い，預かり

保育を促進する。

教育課程終了後から午後5時ま
での時間内で，児童福祉法に
基づく保育活動を実施。　
実施施設6園
利用人員
定期預かり(延べ)104人
一時預かり(延べ)2,473人

4,875
実施し

た

教育課程終了後から午後5時ま
での時間内で、児童福祉法に基
づく保育活動を実施。
実施施設7園
・利用人員
定期預かり（延べ）100人
一時預かり（延べ）2,194人

学務課

５３　多様
な支援ニー
ズに対応し
た保育サー
ビスの充実

84 53-8
３歳児保育

事業

女性の社会進出など
に対応するため，多
様な保育サービスの
充実を図る。

3歳児保育は，幼稚園6園（10
クラス）全てで実施。各幼稚
園に保育補助教諭を配置し，
充実した保育活動の推進に努
めた。

15,351
実施し

た

3歳児保育は、幼稚園７園（10
クラス)全てで実施。各幼稚園
に保育補助教諭を配置し、充実
した保育活動の推進に努めた。

学務課

１　保育

サービス

や子ども

の遊び場

の充実

５３　多様
な支援ニー
ズに対応し
た保育サー
ビスの充実

85 53-9
幼児の相談

教室事業

障害を早期に発見

し，早期に相談に

のり，保護者等の

不安軽減を図る。

神栖１ヶ所（2教室）・波崎１
ヶ所，幼児教育相談員計10
名。未就学児とその保護者等
を対象に，発達遅滞や吃音等
に関する相談を実施。
相談件数387件。

相談件数が増加
しているため，
幼児教育相談員
の増員を要望し
たい。

28,232
実施し

た

神栖１ヶ所（2教室）・波崎1ヶ
所，幼児教育相談員計10名。未
就学児とその保護者等を対象
に，発達遅滞や吃音等に関する
相談を実施。
相談件数350件。

教育指導

課
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　１　子どもを安心して産み育てられる環境づくり

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

５３　多様
な支援ニー
ズに対応し
た保育サー
ビスの充実

86 53-10

第3子以降就

学前保育料

無料事業

3人以上の子どもを
持つ世帯における第
３子以降の保育所に
入所する児童の保育
料を軽減する。

少子化対策の一環として保護
者の経済的軽減を図るため，
３人以上子どものいる家庭へ
の助成事業として，第３子以
降の保育所に入所する児童の
保育料を軽減した。

0
実施し

た

少子化対策の一環として保護者
の経済的軽減を図るため，３人
以上子どものいる家庭への助成
事業として，第３子以降の保育
所に入所する児童の保育料を軽
減した。

こども課

５４　保

育施設の

整備，充

実
87 54-1

施設整備費

助成事業

多様化する保育ニ

ーズへの対応や待

機児童解消のた

め，許可保育所の

施設整備を図る。

１私立保育所の整備事業者に
対して助成を行う予定だった
が，震災復興工事等の影響に
よる作業員及び建築材料の不
足を理由に工事が遅延したた
め，H26年度助成予定。（対象
保育施設：土合舎利保育園110
名　分園29名）

0未着手

4私立保育施設の整備事業者
に対して助成を行い、保育
施設の充実と待機児童の解
消に努めた。（対象保育施
設：みだ保育園、第二あお
ぞら園、こばと保育園、ま
ゆ保育園）

こども課

５４　保

育施設の

整備，充

実
88 54-2

幼稚園施設

整備事業

幼稚園施設の保育

環境の向上を図

る。

幼稚園施設の修繕，保守点検
等の維持管理を行い，園児の
教育環境整備と安全性の確保
に努めた。また，２幼稚園の
園舎耐震診断を実施し，更に
廃園となった２幼稚園園舎の
解体撤去を行った。

経年劣化による
施設の整備要望
が多くなる一
方，予算確保が
厳しくなり，適
正な維持管理を
行うことが困難
である。

56,768
実施し

た

幼稚園施設の修繕，保守

点検等の維持管理を行

い，園児の教育環境整備

と安全性の確保に努め

た。

教育総務

課

５５　学

童保育の

充実

89 55-1

放課後児童

健全育成事

業

就労等により昼間保
護者のいない家庭の
低学年児童に対し，
児童厚生施設等を利
用して適切な遊び及
び生活の場を与え，
心身の健全育成を図
る。

児童館及び公共施設等

を利用し、遊びを主に

児童の健全育成に努め

た。

年々利用者が多
くなり、定員を
上回っているク
ラブがある。ク
ラブ室の確保を
どうしたらよい
か、保育時間の
延長希望が多く
なったらどう対
応するかが問
題。

100,090
実施し

た

児童館及びその他の公共

施設等を利用し，遊びを

主に児童の健全育成に努

めた。

こども課

５６　子
どもの発
達段階に
応じたク
ラブ・教
室等の実
施

90 56-1

幼児と保護

者，小学生

のクラブと

教室

幼児と保護者，小

学生を対象にした

クラブと教室を開

催する。

幼児と保護者に年齢にあっ
た，リズム遊び・工作・本
・紙芝居の読み聞かせな
ど，小学生には季節にあっ
た行事や工作等，身体を使
った活動のクラブや教室を
実施した。

人気のあるクラ
ブの申込が多
く、当初計画し
た事業の回数や
クラブ数を上回
って実施するに
あたり、講師や
準備に負担があ
った。

211,789
実施し

た

幼児と保護者に年齢にあ
った，リズム遊び・工作
・本・紙芝居の読み聞か
せなど，小学生には季節
にあった行事や工作等，
身体を使った活動のクラ
ブや教室を実施した。

こども課

１　保育

サービス

や子ども

の遊び場

の充実

５６　子ど
もの発達段
階に応じた
クラブ・教
室等の実施

91 56-2
子ども講座

の開催

児童・生徒の多様な学
習意欲に応えるための
講座を開設し，学習機
会の場を提供する。

中央公民館では子ども講座6講
座，親子講座3講座，はさき生
涯学習センターでは親子講座3
講座を実施した。

内容や日程

等の見直し
827
実施し

た

小･中学生を対象とした８講座
を実施した。絵画，英会話，造
形の３講座は各２回，ﾋｯﾌ゚ﾎｯﾌ゚
ﾀ゙ﾝｽ，舞踊は各１回。

中央公民

館
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　１　子どもを安心して産み育てられる環境づくり

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

５６　子ど
もの発達段
階に応じた
クラブ・教
室等の実施

92 56-3

地域子ども

教室推進事

業

地域で人間性豊かな児
童等の育成を図るた
め，多種多様な体験・
交流活動等の機会を提
供し，子どもの居場所
づくりを充実させる。

地域住民、近隣高校生の協
力を得て週末に子ども達に
様々な体験活動を実施し
た。実施校は土合小・深芝
小・植松小・柳川小。

学校数が少

ない。地域

の協力者が

いない。

690
実施し

た

地域住民、近隣高校生の協
力を得て週末に子ども達に
様々な体験活動を実施し
た。実施校は土合小・深芝
小・植松小・柳川小。

文化スポ

ーツ課

５７　子

どもの遊

び場や交

流の場の

確保

93 57-1
地域子育て

支援事業

子ども達の交流や

体験活動を実施

し，地域の教育力

の向上を図る。

親子餅つき大会，バザ
ーフェスティバル，サ
ツマイモの収穫，いも
苗植え，運動会参加，
ソフトボール大会，美
水連清掃事業，スポー
ツ大会等。

30
実施し

た

各学校単位で活動する「親父の
会」等の地域団体活動を支援し
た。今年度は3団体から申請が
あった。
・夏祭り
・運動会参加
・親子ふれあい活動
・親児レース
・餅つき大会等。

文化スポ

ーツ課

５７　子
どもの遊
び場や交
流の場の
確保

94 57-2
学校施設等

の有効活用

多様化する保育ﾆー

ｽ゙へ対応するた

め，学校施設等の

有効活用を図る。

一部小学校等の多目的

室を放課後児童クラブ

として活用し，学童保

育の充実に努めた。

学童保育人数も
年々増加し，対
応可能な教室も
少ない状況であ
り，学校と分離
した施設の整備
が急務である。

0
実施し

た

一部小学校の多目的室を

放課後児童クラブとして

活用し，学童保育の充実

に努めた。

教育総務

課

１　保育

サービス

や子ども

の遊び場

の充実

５７　子ど
もの遊び場
や交流の場
の確保

95 57-3
公園整備事

業

子どもの遊び場や市民
の交流の場として公園
の整備を進める。

神栖地域・波崎地域の都市公
園の維持管理を行うととも
に，各地域の利用者ニーズに
即した遊具を設置した。

8,012
実施し

た

地域の小学生の意見を反映さ
せ、より活動的で魅力的な遊具
の設置に取り組みました。

施設管理

課

２　子育

て支援体

制の整備

５８　母

子保健訪

問指導等

の充実

96 58-1

母子保健訪

問指導等の

充実

妊婦やその家族の

方を対象に保健知

識や育児方法等の

普及，訪問指導・

相談の充実を図

る。

乳幼児健診等からのケース把
握と関係機関からの連絡によ
り，要フォロー者等の訪問指
導を実施した。
・妊婦：実9人 延11人
・産婦：実899人 延916人
・新生児：実7人
・低出生体重児：実74人 延80
人
・乳児：実757人 延774人・幼
児：実66人 延86人
また、妊娠届出時に支援が必
要な妊婦に対し面接を行っ
た。

妊娠中からの支
援が必要な場
合、精神的な疾
患を抱えている
妊婦が多い。そ
のため他機関と
の連携を深め適
切な支援を行う
必要がある。ま
た、年々要フォ
ロー児等が増え
ていることか
ら、保健師等の
職員の確保が課
題。

0
実施し

た

電話相談、乳幼児健診等からの
ケース把握と関係機関からの連
絡より要フォロー児等の訪問指
導を実施した。
妊婦：実10人・延17人
産婦：実893人・延916人
新生児：実2人・延2人
低出生体重児：実65人・延65人
乳児：実931人・延942人
幼児：実98人・延168人また、
妊娠届出時に支援が必要な妊婦
に対し面接を行った。

健康増進

課
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　１　子どもを安心して産み育てられる環境づくり

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

５９　乳

幼児健康

診査，訪

問指導，

相談等の

実施

97 59-1

乳幼児健康

診査，訪問

指導，相談

等の充実

乳幼児健康診査，

育児相談事業によ

り，疾病の早期発

見に努めるととも

に，訪問指導・相

談の充実を図る。

保健センターで行っている4か
月児・1歳6か月児・3歳児健
診，医療機関に委託して行っ
ている6～7か月児健診・9～11
か月児健診を対象とする。ま
た、乳幼児健診後、継続支援
が必要な方については、訪問
等でその後の発育・発達の確
認を行った。

発達の遅れが
ある児の母親
の多くは育て
にくさを感
じ、育児困難
感を抱いてい
る。母親の継
続的支援が必
要。

17,329
実施し

た

平成23年度までについては、医
療機関に委託して行っている6
～7か月児健診・9～11か月児健
診のみを対象としていたが、24
年度からは保健センターで行っ
ている4か月児・1歳6か月児・3
歳児健診も対象とする。また、
乳幼児健診後、継続支援が必要
な方については、訪問等でその
後の発育・発達の確認を行っ
た。

健康増進

課

６０　フ
ァミリー
サポート
センター
の設置促
進

98 60-1

ファミリー

サポートセ

ンター事業

育児の援助を受けたい
者（利用会員）及び育
児の援助をしたい者
（協力会員）が組織化
し，会員相互の援助活
動を行い地域の子育て
支援を図る。

援助を受けたい者（利用会
員）と育児の援助を行いたい
者（協力会員）が組織化し，
会員相互の援助活動を行い地
域の子育て支援を図るため，
ファミリーサポートセンター
事業を実施した。今年度は、
会則の見直しをした。

自家用自動車
を利用しての
活動に、どの
ように対応し
たらよいか検
討を要する。

3,000
実施し

た

援助を受けたい者（利用会員）
と育児の援助を行いたい者（協
力会員）が組織化し，会員相互
の援助活動を行い地域の子育て
支援を図るため，ファミリーサ
ポートセンター事業を実施し
た。

こども課

６１　子
育てに関
する相談
支援体制
の整備，
充実

99 61-1
子育て相談

事業

子どもの健やかな成長
のためのあらゆる相談
に応じる家庭児童相談
室および専門の心理カ
ウンセラーが個別相談
に応じる子育てカウン
セラーを実施し、子育
てを支援する。

家庭児童相談員３名が子ども
の健やかな成長のためのあら
ゆる相談に応じ、自宅訪問指
導や関係する各機関と連携を
図りながら対応にあたりまし
た。また心理カウンセラーが
個別相談に応じ、子育てを支
援した。

5,352
実施し

た

家庭児童相談員３名が子どもの
健やかな成長のためのあらゆる
相談に応じ、自宅訪問指導や関
係する各機関と連携を図りなが
ら対応にあたりました。また心
理カウンセラーが個別相談に応
じ、子育てを支援した。

こども課

６１　子育
てに関する
相談支援体
制の整備，
充実

100 61-2

育児相談・

母乳相談の

充実

乳幼児の育児への不
安や悩み相談及び母
乳全般に関する相談
等の充実を図る。

保健師・助産師・栄養士が育
児に対する不安・母乳に関す
る相談を受け，児の発達・発
育を確認する。
年間12回開催
269名参加

栄養相談が多か
ったので，栄養
士を2人体制に
して枠を増やす
必要がある。

341
実施し

た

保健師・助産師・栄養士が育児
に対する不安・母乳に関する相
談を受け，児の発達・発育を確
認する。
年間10回開催
153名参加

健康増進

課

６１　子
育てに関
する相談
支援体制
の整備，
充実

101 61-3

教育に関す

る悩みの相

談

発達障害に係る児

童生徒の相談にの

り，保護者の不安

軽減を図る。

各小中学校の児童生徒等に関
する悩みに対して，保護者等
から相談を受け，相談内容に
関係する機関を紹介・仲介し
ている。また，特別支援教育
連携会議での各機関との情報
交換を通し，円滑な指導体制
を確認した。

0
実施し

た

特別支援教育連携会議で

の各機関との情報交換を

通し，円滑な相談体制を

確認した。

教育指導

課

２　子育

て支援体

制の整備

６２　子育
てに関する
学習機会の
提供，充実

102 62-1
子育て便利

帳発行事業

子どもが健やかに生
まれ育つ環境づくり
を推進するため，子
育て便利長を作成・
発行し，配布する。

子育てガイドブックを発行し
た。（5,000部）主な配布方法
は、窓口で転入してきた方へ
手続き時に渡す、保健師が検
診等で家庭訪問するときに手
渡すなどした。

824
実施し

た

子育てガイドブックを発行し
た。（5,000部）主な配布方法
は、窓口で転入してきた方へ手
続き時に渡す、保健師が検診等
で家庭訪問するときに手渡すな
どした。

こども課
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　１　子どもを安心して産み育てられる環境づくり

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

６２　子

育てに関

する学習

機会の提

供，充実

103 62-2
育児講演会

の開催

乳幼児をもつ保護

者に対しての育成

支援の講演会を開

催する。

児童館・保育園で育児

講話を行った。9回実施

し，参加者は313人であ

った。

育児講和に対応
する，人員が少
ないためこれ以
上の要望に対応
するのが難しい
状態にある。人
材の確保が課
題。

50
実施し

た

順天堂大学小児科教授を

講師に迎え、「こどもの

急性胃腸炎への対応」を

テーマに行った。35名参

加。託児も行った。

健康増進

課

６２　子

育てに関

する学習

機会の提

供，充実

104 62-3

ふれあい子

育て講座の

開催

親子のふれあい方

や子どもの気持ち

を理解するための

講座を開催する。

「親業入門講座」を開催
し，子育てについてグルー
プディスカッション等を実
施して，親子のふれあい方
の習得を支援した。
・実施回数：1回(2日コー
ス)
・参加者：39名

124
実施し

た

「親業講座」を開催し，子育て
についてグループディスカッシ
ョン等を実施して，親子のふれ
あい方の習得を支援した。・実
施回数：1回(2日コース)・定員
30名のところ一般公募15名，家
庭教育学級生17名の計32名の申
し込みがあった。最終参加者：
29名

文化スポ

ーツ課

６３　地域
で子育てを
支援する人
材の確保や
活動の促進

105 63-1

子育てサポ

ーター養成

基礎研修の

開催

地域における育児

援助活動に従事す

る人材を養成す

る。

子育てサポート養成基礎研修
会を開催した。
研修・講習会
1回（2日間）
受講生　22名
また、フォローアップ研修と
して心理カウンセラーの講演
を行った。

0
実施し

た

子育てサポート養成基礎研修会
を開催した。
研修・講習会
1回（2日間）
受講生　30名
また、フォローアップ研修とし
て心理カウンセラーの講演を行
った。

こども課

６４　相

互の交流

を促す活

動の支援
106 64-1

子育て広場

事業

乳幼児の親子が集
い，相談や交流が
できる場を設置
し，親の育児不安
の解消と子どもの
健やかな成長を図
る。

育児相談や親子の交流の場と
して、平泉児童センター、う
ずも児童館、若松児童館、女
性・子どもセンター、に子育
て広場を開設。誰でも気軽に
集まって情報交換、育児相談
などを行うほか歌をうたった
り、絵本、紙芝居なども楽し
む。

施設の規模か
ら事業を行っ
ていない児童
館があるの
で、全児童館
で行えるよう
にしたい。

0
実施し

た

相談や交流が出来る場とし
て，平泉児童センター・う
ずも児童館・若松児童館に
子育て広場を開設した。広
場では、誰でも気軽に集ま
って、育児の相談や情報交
換、一緒に歌を歌ったり絵
本や紙芝居などを楽しむ。

こども課

２　子育

て支援体

制の整備

６４　相

互の交流

を促す活

動の支援

107 64-2
子ども会育

成事業

子ども会の健全な

育成・発展を図

る。

単位子ども会の健全育成・
発展を図るため，指導者の
育成や子ども会相互の連携
・交流事業を実施した。
・指導者研修会，説明会の
実施
・子ども会対抗中央球技大
会
・スポーツレクリエーショ
ン祭への参加
・子ども会対抗ウォークラ
リー大会の実施

予定通り実

施

アンケート等の
結果により，事
業改善を行って
いるが，生活ス
タイルや保護者
の考え方の変化
により，子ども
会に加入する児
童が年々減少し
ている。特に新
興住宅地での減
少が著しいた
め，育成者の意
識変革が必要。

3,923
実施し

た

単位子ども会の健全育成
・発展を図るため，指導
者の育成や子ども会相互
の連携・交流事業を実施
した。
・子ども会対抗中央球技
大会
・スポーツレクリエーシ
ョン祭参加
・子ども会対抗ボーリン
グ大会。

文化スポ

ーツ課
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　１　子どもを安心して産み育てられる環境づくり

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

６５　中
学生以下
の医療費
の助成

108 65-1

中学生以下

の医療費助

成事業

中学生以下の児童の健
康を保持し，健康増進
を図るために医療費の
一部を助成する。

県事業のマル福，市独自の神
福制度により，中学生以下に
対し医療費を助成した。・支
給件数
160,598件

245,319
実施し

た

県事業のマル福，市独自の神福
制度により，中学生以下に対し
医療費を助成した。・支給件数
159,154件

国保年金

課

６６　チ

ャイルド

シート購

入費の補

助

109 66-1

チャイルド

シート助成

事業

幼児・子ども等の

交通安全対策事業

として，ﾁｬｲﾙﾄ゙ｼー

ﾄの普及を図る。

国土交通省の定める安
全基準に適合したチャ
イルドシートを購入し
た親権者に対し，１万
円を限度に購入金額の
１／２を補助した。
補助金額3085千円
補助件数　387件

チャイルドシー
ト着用が義務化
された平成12年
4月から13年が
経過し、住民意
識には浸透した
と思われること
から、制度内容
の見直しの方向
で検討する。

3,085
実施し

た

国土交通省の定める安全基
準に適合したチャイルドシ
ートを購入した親権者に対
し，１万円を限度に購入金
額の１／２を補助した。
補助金額
3,533千円補助件数
429件

防災安全

課

６７　地

域児童虐

待対策事

業の推進

110 67-1

要保護児童

対策地域協

議会の開催

虐待を受けている子ど
も等要保護児童を早期
発見・早期対応するた
め，関係機関と連携を
図る。児童虐待の防止
等適切な指導及び支援
を行う。

個別ケース会議　14回、実
務者会議　4回、代表者会
議　1回、養育支援訪問事
業ケース会議　4回開催。
そのほか「児童虐待防止」
講演会を開催した。

120
実施し

た

要保護児童対策地域協議

会を開催した。代表者会

議・実務者会議・ケース

会議を合わせ３３回

こども課

６７　地

域児童虐

待対策事

業の推進
111 67-2

こんにちは

赤ちゃん事

業

出産後の産婦に対

して，育児不安の

解消と乳児虐待の

早期発見，早期防

止を図る。

生後2か月児のいる家庭を訪
問，育児に関する情報提供，
保健指導を行い，育児不安の
軽減に努めた。
対象人数：818人
訪問実績：785人
訪問はしていないが面接を含
めると，対象人数すべて対応
することができた。

訪問者の質

の向上のた

め、定期的

に研修を実

施する必要

がある。

2,552
実施し

た

生後2か月児のいる家庭を

訪問，育児に関する情報

提供，保健指導を行い，

育児不安の軽減に努め

た。対象人数：９３４

人，訪問実績：９０１人

健康増進

課

２　子育

て支援体

制の整備

６８　子

どもの被

害防止の

推進

112 68-1

子ども１１

０番の家の

充実

登下校における児童
生徒の緊急避難場
所，または犯罪の抑
止効果等を期待して
「子ども１１０番の
家」を設置する。

学校区の「子ども110番
の家」を把握し，各PTA
・学校で感謝をあらわ
すため，手紙等をもち
訪問している。

「子ども110番
の家」の看板が
古くなったもの
があり，新しい
看板に取り替え
ていく必要があ
る。

50
実施し

た

学校区の「子ども110番の
家」を把握し，各PTA・学校
で感謝をあらわすため，手
紙等をもち，訪問している
（平成22年度の設置数：106
8）。

教育指導

課

３　ひと

り親家庭

の自立支

援の充実

６９　 ひ

とり親家

庭への経

済的な支

援

113 69-1
児童扶養手

当支給事業

児童を養育している母
子家庭等又は両親のい
ない家庭に手当てを支
給し，家庭における生
活安定に寄与するとと
もに，児童の健全育成
及び資質の向上を図
る。

父母などの離婚により，父
又は母と生計を同じくして
いない児童を監護養育して
いる家庭の生活の安定と自
立の促進を目的として実
施。
延月受給者数　18,479人

498.797
実施し

た

父母などの離婚により，父
又は母と生計を同じくして
いない児童を監護養育して
いる家庭の生活の安定と自
立の促進を目的として実
施。受給者数
延月受給者　19,076人

こども課
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　１　子どもを安心して産み育てられる環境づくり

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

６９　 ひ
とり親家庭
への経済的
な支援

114 69-2

ひとり親家

庭への医療

費支給事業

ひとり親家庭の保健の
向上と福祉増進を図る
ため，児童が18歳（障
害者20歳）になるまで
医療費の一部を助成す
る。

県事業のマル福，市独自の
神福制度により，ひとり親
家庭への経済的安定支援と
して医療費を助成した。
・給付状況　22,894件

64,290
実施し

た

県事業のマル福，市独自の
神福制度により，ひとり親
家庭への経済的安定支援と
して医療費を助成した。
・給付状況　22,488件

国保年金

課

７０  民生
委員児童委
員，母子自
立支援員な
どによる相
談支援体制
の整備，充
実

115 70-1

母子自立支

援事業の充

実

母子家庭等への子育て
・生活・経済的支援な
どの情報提供，相談指
導，求職指導に関し，
関係機関と連携を取り
ながら母子家庭等の自
立を促進する。

母子家庭等の訪問調査
指導（身上相談，求人
活動に関する情報提供
など）を通じ，母子家
庭等を支援した。
自立支援員　１名

1.321
実施し

た

母子家庭等の訪問調査指
導（身上相談，求人活動
に関する情報提供など）
を通じ，母子家庭等を支
援した。
自立支援員　１名

こども課

７０  民生
委員児童委
員，母子自
立支援員な
どによる相
談支援体制
の整備，充
実

116 70-2

民生委員児

童委員によ

る相談支援

体制の充実

地域住民から社会

福祉に関わる相談

に応じ，様々な支

援をする。

地域住民からの問い合

わせ、相談があったと

きに、担当民生委員に

つなげて、各関係機関

との調整を行った。

0
実施し

た

地域住民への福祉に関わ

る情報提供，相談，関係

機関との調整を各地区の

民生委員児童委員を通じ

て実施した。

社会福祉

課

７１　神栖
市母子福祉
会の育成，
支援

117 71-1
神栖市母子
寡婦福祉会
補助事業

母子及び寡婦家庭の会
員相互の扶助，親睦，
情報交換等の活動推進
を図る。

母子寡婦福祉会へ補助
金を交付し事業実施を
支援した。

222
実施し

た

母子寡婦福祉会へ補助金
を交付し事業実施を支援
した。

こども課

７２　親

子がふれ

あう機会

の充実

118 72-1
子育て支援

事業

保育施設の空きスペー
スや園庭を保育所に入
所していない親子に開
放することにより，親
子の交流及び子育て中
の親同士の交流を図
る。

子育て支援を実施する

ため，保育施設等を開

放し事業を実施した。

実施保育所10箇所

53,879
実施し

た

子育て支援を実施するた

め，保育施設等を開放し

事業を実施した。実施保

育所10箇所

こども課

３　ひと

り親家庭

の自立支

援の充実

７２　親
子がふれ
あう機会
の充実

119 72-2
母と子のつ

どい事業

母子家庭の母子，両親
のいない児童とその保
護者の心身の健康を保
持し，家庭のふれあい
の増進を図る。

母子寡婦福祉会との協賛で
親子のふれあい事業として
日帰りレクレーションのい
ちご狩りを実施した。

0
実施し

た

母子寡婦福祉会との協賛で親子
のふれあい事業として，日帰り
レクレーション（ポティロンの
森）・親子遠足（いちご狩り）
を実施した。

こども課
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　１　子どもを安心して産み育てられる環境づくり

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

７３　母

子健康手

帳の交

付，活用

促進 120 73-1
母子健康手

帳交付事業

妊産婦及び乳児の

一貫した健康管理

に役立てるため，

母子健康手帳を交

付する。

895人に母子健康手帳を
交付。交付の際には、
活用方法の説明と、保
健・医療・子育て支援
事業の資料を配布。交
付時に若年妊婦、ハイ
リスク妊婦を把握しそ
の後のフォローを行っ
た。

手帳交付窓口
が、市内に3か
所あるため交付
時からすべての
妊婦に保健師が
かかわることが
できない。妊娠
届出書の質問欄
等からハイリス
ク妊婦を把握
し、早期に関わ
りを持つ必要が
ある。

164
実施し

た

912人に母子健康手帳を交

付。交付の際には、活用

方法の説明と、保健・医

療・子育て支援事業の資

料を配布。交付時に若年

妊婦、ハイリスク妊婦を

把握しその後のフォロー

を行った。

健康増進

課

７４　妊産
婦を対象と
した健康診
査，訪問指
導，相談等
の実施

121 74-1

妊産婦一般

健康診査・

指導事業

妊婦健診受診者の費
用負担軽減，異常早
期発見を図るため，
妊婦の健康診査や訪
問指導の充実を図
る。

895人に妊婦健康診査受診
票を交付。妊娠中の健康管
理に役立てた。また、病院
から情報提供のあった妊婦
については、保健師が訪問
指導を実施した。

フォローが必要
な妊婦について
の病院からの情
報提供が少な
い。今後は、医
療機関との連携
が課題となる。

73,463
実施し

た

912人に妊婦健康診査受診票
を交付。妊娠中の健康管理
に役立てた。また、病院か
ら情報提供のあった妊婦に
ついては、保健師が訪問指
導を実施した。

健康増進

課

７５　妊

産婦医療

費助成の

充実

122 75-1

妊産婦への

医療費助成

事業

子どもを生み育てよう
とする若い世代への支
援や少子化対策の一助
にするため，妊産婦に
医療費の一部を助成す
る。

県事業のマル福，市独自の
神福制度により，妊産婦に
対し安全な出産のために医
療費を助成した。
・給付状況　6,865件

43,656
実施し

た

県事業のマル福，市独自の
神福制度により，妊産婦に
対し安全な出産のために医
療費を助成した。
・給付状況　6,732件

国保年金

課

４　妊産

婦の健康

支援

７６　妊産
婦を対象と
した健康教
育の充実

123 76-1

マタニティ

セミナーの

開催

妊婦期間中の妊婦

と胎児が安全で快

適な生活を送れる

よう支援する。

妊娠中を健康に過ごすため
の知識の普及と仲間づくり
のための講座を実施。年間
4回(3日で1クール)開催。
計171名参加

参加者増加のた
めに、事業をＰ
Ｒする。病院が
行うセミナーと
の差別化が必
要。

176
実施し

た

妊娠中を健康に過ごすため
の知識の普及と仲間づくり
も実施。年間4回3回コース
で開催。
計165名参加

健康増進

課
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　２　地域社会活動に参画する環境づくり　　

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

７７　地
域社会活
動への参
加を促す
意識啓発

124 77-1
地域活動へ

の参加促進

防犯活動，環境美
化活動など，地域
活動に男女が積極
的に参加を促す意
識啓発に努める。

地域活動等への参加意
識を促すため，地区活
動を取材し広報誌やホ
ームページ等で紹介し
た。

0
実施し

た

地域活動への参加意識を促すた
め，各課においてイベント情報
として，市のホームページに掲
載した。また，市民活動の登録
団体へ，花植えボランティアへ
の参加について案内文を送付し
た。

市民協働

課

７８　地
域社会活
動に関す
る情報提
供・相談
窓口の充
実

125 78-1
市民活動啓

発事業

市民と行政との協
働によるまちづく
りを推進するた
め，市民活動団体
やﾎ゙ﾗﾝﾃｨｱ団体に
対し情報提供に努
める。

県及び市の市民活動に関す
る情報や登録団体からのお
知らせ等を収集し，市民活
動支援センターやホームペ
ージ「ねっとかみす」で提
供し，市民活動団体やボラ
ンティア団体に対し情報提
供に努めた。

0
実施し

た

①市民活動支援センターホーム
ページ「ねっとかみす」での情
報提供
②市民活動支援センター掲示板
でのイベント情報掲載
③登録団体へのボランティア情
報提供
④市民活動支援センター講演会
の開催

市民協働

課

７９　地域
社会活動を
支える人材
の育成，活
動の支援

126 79-1

更生保護女

性会の活動

支援

女性の立場から地域社
会の犯罪，非行の未然
防止の啓発活動，青少
年の健全育成などのﾎ゙
ﾗﾝﾃｨｱ活動に協力す
る。

社会を明るくする運動

等の更生保護活動を支

援した。

0
実施し

た

更生保護女性会が，地域に
おいて実践する更生保護活
動や啓発活動、ボランティ
ア活動を支援した。

社会福祉

課

８０　地域
社会活動の
ための施設
の整備

127 80-1

地区集会所

の整備支援

事業

地域住民の交流や活動
の拠点となる地区集会
所の建設，補修等が社
会公益上必要があると
きは支援する。

①建設１地区
　6,300,000円
②補修１７地区
　7,884,000円

14,184
実施し

た

①建設　2地区
　23,328,000円
②補修　29地区
　13,052,000円

市民協働

課

１　地域

社会活動

を促す環

境づくり

８０　地域
社会活動の
ための施設
の整備

128 80-2

国際交流協

会等の活動

拠点の整備

民間による国際交流
活動を推進するた
め，交流の場の整備
と併せて，拠点整備
を検討する。

市国際交流協会の活動では，
内容や参加者の住所等に応じ
て，市民活動支援センターや
コミュニティセンターなど，
様々な公共施設が利用されて
いる。

地理的な要因
から，様々な
公共施設を利
用している現
状にある。

0
実施し

た

市国際交流協会の活動で
は，内容や参加者の住所等
に応じて，市民活動支援セ
ンターや様々な公共施設が
利用されている。

政策企画

課

８１　市民
ボランティ
ア活動への
参加促進

129 81-1

市民活動情

報支援サイ

トの開設

市民活動団体やﾎ゙ﾗﾝﾃｨ
ｱ，地域ｺﾐｭﾆﾃｨなど様
々な市民活動をサポー
トするための環境を整
備する。

市民活動支援センター専用ホ
ームページ「ねっとかみす」
にて，女性団体を含む市民活
動団体の情報提供に努めた。

0
実施し

た

市民活動支援センター専用ホー
ムページ「ねっとかみす」を開
設して，女性団体を含む市民活
動団体の情報提供に努めた。

市民協働

課

２　自主

的な地域

社会活動

への支援
８１　市民
ボランティ
ア活動への
参加促進

130 81-2

ボランティ

ア活動の参

加促進

社会福祉協議会におい
ては，福祉関係団体等
との連携によるﾎ゙ﾗﾝﾃｨ
ｱ活動への参加促進を
図る。

社会福祉協議会が実施するﾎ゙ﾗ
ﾝﾃｨｱｾﾝﾀー活動事業を支援する
とともに，地域住民へのﾎ゙ﾗﾝﾃ
ｨｱ活動の啓発に努めた。
（講座２回，参加者６０人）

0
実施し

た

社会福祉協議会が実施するﾎ゙ﾗﾝ
ﾃｨｱｾﾝﾀー活動事業を支援すると
ともに，地域住民へのﾎ゙ﾗﾝﾃｨｱ
活動の啓発に努めた。
（講座３回，参加者１０６人）

社会福祉

課
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　２　地域社会活動に参画する環境づくり　　

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

８２　生

涯学習に

関する自

主多岐な

活動の促

進

131 82-1

花とふれあ

いのまちづ

くり推進事

業

人と人との心のふ

れあいの輪を広

げ，潤いのあるま

ちづくりを推進す

る。

春秋の年2回，市民ボランティ
アと協働で市内７カ所の花壇
へ季節の花植えを実施した。
（参加者：春 約530人，秋 約
370人）
花壇の里親制度を実施し，３
団体に花植えのデザインか
ら，水撒き，除草等の管理ま
でを依頼した。

3,982
実施し

た

春秋の年2回，市民ボランティ
アと協働で市内７カ所の花壇へ
季節の花植えを実施した。
（参加者：春 約410人，秋 約4
50人）
花壇の里親制度を実施し，４団
体に花植えのデザインから，水
撒き，除草等の管理までを依頼
した。

市民協働

課

８３　環
境保全に
関する自
主的な活
動の促進

132 83-1
生活雑排水

対策事業

身近な河川等の水質浄
化について，市民参加
による研修会をとおし
て，当市の水質環境の
現状などの情報を提供
し，水環境への意識高
揚を図る。

家庭排水浄化推進協議会と
連携し，舞っちゃげ祭り・
かみすフェスタ２０１３及
び大型店舗に於いて，水質
浄化の啓発活動を実施し
た。

0
実施し

た

家庭排水浄化推進協議会と
連携し，舞っちゃげ祭り・
かみすフェスタ２０１２及
び大型店舗に於いて，水質
浄化の啓発活動を実施し
た。

環境課

８３　環

境保全に

関する自

主的な活

動の促進
133 83-2

霞ヶ浦地域

清掃事業

霞ヶ浦・北浦の沿

岸，流域河川・側

溝等の水草，ごみ

等を清掃すること

により霞ヶ浦地域

住民の水質浄化意

識の高揚を図る。

常陸利根川，外浪逆

浦，鰐川流域の12地区

と連携し，沿岸・河川

等のゴミ，も類水生植

物の枯れたものなどの

清掃を行った。参加者

数624人参加団体12地区

活動拠点や駐車
場の確保が難し
く、さらに実施
場所が河川沿い
の細長い範囲に
限定されるた
め、霞ヶ浦流域
全体で広く一般
参加の行事にす
るには問題があ
る。

218
実施し

た

常陸利根川，外浪逆浦，

鰐川流域の12地区と連携

し，沿岸・河川等のゴ

ミ，も類水生植物の枯れ

たものなどの清掃を行っ

た。参加者数575人参加団

体12地区

環境課

８４　青
少年健全
育成に関
する自主
的な活動
の促進

134 84-1

青少年環境

浄化推進事

業

青少年にとって有

害な図書や広告物

を浄化し，青少年

の健全育成を図

る。

「青少年の健全育成に協力
する店」登録活動を行い，
48軒を新規登録し，市内延
べ473軒に協力をお願い
し，有害図書の陳列方法の
規則や見守り体制の強化を
行っている。

店舗側の引継
ぎが不十分な
ため，登録店
舗への継続的
な働きかけが
必要。

5,359
実施し

た

街頭補導の際通学路等にある違
反広告物の撤去を行っている。
必要に応じボランティアで行っ
ており、正確な回数の報告はな
い。有害図書については，コン
ビニや書店等に訪問して陳列方
法についての啓発を行ってい
る。

文化スポ

ーツ課

８５　国
際交流に
関する自
主的な活
動の促進

135 85-1
通訳・翻訳

事業の促進

外国人等が円滑な
社会生活を営める
よう支援するた
め，通訳・翻訳事
業を推進する。

市国際交流協会の平成25年
度通訳・翻訳事業の利用件
数は，42件であった。（事
業協力者として40名が登録
されており，8ヶ国語に対
応可能である。）

以前からの事業
協力登録者の状
況を再確認した
上で，補充が必
要な言語につい
ては，新たに募
る必要がある。

0
実施し

た

神栖市国際交流協会の平成
２４年度通訳・翻訳事業の
利用件数は，24件であった
（事業協力者として39名が
登録されており，8カ国語に
対応可能）。

政策企画

課

２　自主

的な地域

社会活動

への支援

８６　地域
の治安や交
通安全に関
する自主的
な活動の促
進

136 86-1

治安対策連

絡協議会の

運営

治安対策連絡協議

会を設置し，犯罪

の防止のためのﾈｯ

ﾄﾜーｸ化を図る。

平成25年7月に自警団連絡
協議会会議を開催した。自
警団，警察，市と連携し，
犯罪防止のための情報交換
を行った。

3
実施し

た

平成24年7月に自警団連絡協
議会会議を開催した。自警
団，警察，市と連携し，犯
罪防止のための情報交換を
行った。

防災安全

課
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　２　地域社会活動に参画する環境づくり　　

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

８６　地域
の治安や交
通安全に関
する自主的
な活動の促
進

137 86-2
自主防犯活

動支援事業

各地区（行政区）に
自警団の設立，育成
を支援するととも
に，安全・安心なま
ちづくりを推進す
る。

自警団の設立，組織の育成
などＰＲ活動に努めた。自
警団には活動用具の一部を
支援。防犯パトロール電柱
幕など。

自警団設立の
相談は何件か
有るが、まだ
設立には至っ
ていない。

13
実施し

た

自警団の設立，組織の育成など
ＰＲ活動に努めた。自警団には
活動用具の一部を支援。また，
団体の要望により，のぼり旗等
の啓発品なども支給した。（青
色誘導棒20本，のぼり旗20枚，
懐中電灯85個）

防災安全

課

８６　地域
の治安や交
通安全に関
する自主的
な活動の促
進

138 86-3

女性団体の

自主活動の

促進

交通安全母の会にお
いて，「交通安全は
家庭から」をｽﾛーｶ゙ﾝ
に母親の立場から交
通安全を推進する。

新入学児の通学路の立硝哨
指導，交通安全運動ルート
キャンペーンの参加，高齢
者への交通安全の啓発運動
などを行った。

0
実施し

た

新入学児の通学路の立哨指
導，交通安全運動ルートキ
ャンペーンの参加，高齢者
への交通安全の啓発運動な
どを行った。

防災安全

課

８７　防災
に関する自
主防防災組
織の設置な
ど，自主的
な活動の促
進

139 87-1

地域の防火

・防災活動

への参画促

進

火災や災害時には，女
性を含めた地域対応が
求められていることか
ら，防災，消防活動へ
も男女共同参画の視点
に立って推進する。

地域の防火・防災啓発活動
など、婦人防火クラブの積
極的な参画に努めるととも
に、自主防災組織の設置に
ついて推進する。

震災の影響で、
防災意識は高ま
っているが、な
かなか新規での
組織結成には至
らない。

348
実施し

た

昨年同様、地域の防火、防災啓
発活動など、婦人防火クラブの
積極的な参画に努める。また、
地震の際の、ボランティア活動
も引き続き実施。女性消防団員
募集の、ホームページへの掲載
も継続中。

防災安全

課

２　自主

的な地域

社会活動

への支援

８８　災害
時における
復旧・復興
の場への女
性の参画の
推進

140 88-1

女性消防団

員の募集及

び活動支援

女性消防団員の募集を
行い，火災予防だけで
はなく，災害時におい
て，救護・後方支援活
動が行えるように支援
を行います。

茨城県及び鹿行地区主催に
よる女性消防団員交流事業
に参加。県内の女性消防団
員と活動実績等の情報交換
を行う。

0
実施し

た
－

防災安全

課
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　３　介護との両立を支援する環境づくり

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

８９　高

齢者の生

きがいと

健康づく

りの推進

141 89-1

生涯大学・

生きがい講

座の開催

高齢者の生きがい

づくりの機会を提

供し，高齢者の豊

かな老後生活を支

援する。

生涯大学1講座、生きがい講座
（神栖教室）20講座、生きが
い講座（波崎教室）15講座を
実施。
受講者数
生涯大学　99人
生きがい講座(神栖教室)
　732人
生きがい講座(波崎教室)
　491人

参加者の割合を
見ると、圧倒的
に女性が多く男
性の受講者が少
ない状況。男性
を対象とした講
座を増やすな
ど、男性の参加
者を増やす試み
を検討する。

14,225
検討し

た

生涯大学１講座、生きがい講座
（神栖教室）20講座、生きがい
講座（波崎教室）14講座を実
施。
受講者数
生涯大学：83人
生きがい講座（神栖教室）：64
1人
生きがい講座（波崎教室）：47
6人

長寿介護

課（高

齢）

８９　高齢
者の生きが
いと健康づ
くりの推進

142 89-2

シニア健康

スポーツま

つりの開催

高齢者がｽﾎ゚ ﾂー･ﾚｸﾘｴ
ｼーｮﾝを気軽に楽しむ
機会を提供し，高齢
者の健康増進を図
る。

個人競技・団体競技（チーム
対抗及びクラブ対抗）を企画
し、広報誌等（各シニアクラ
ブには案内を手渡し）で参加
者を募集し、開催した。
参加者726名。

年々参加者が減
少傾向にあるた
め、開催場所や
方法について検
討が必要。

1,067
実施し

た

個人競技・団体競技（チーム対
抗及びクラブ対抗）を企画し、
広報誌等（各シニアクラブには
案内を手渡し）で参加者を募集
し、開催した。
参加者725名。

長寿介護

課（高

齢）

９０　高

齢者の社

会参加活

動の促進
143 90-1

シルバー人

材センター

の活動支援

高齢者の生きがい

の助勢，社会参加

及び就労機会の確

保を図る。

シルバー人材センター事業に
かかる助成金を交付した。補
助対象経費＝管理運営費（役
員報酬，職員基本給等その
他）+事業費（ただし会員への
配分+教材費を除く）
会員数544人（男326人、女218
人）

団塊世代の退職
者など，前期高
齢者が増加して
おり、就業機会
の確保やセンタ
ーの事業運営に
対し引き続き補
助を行う必要が
ある。

38,603
実施し

た

シルバー人材センター事業にか
かる助成金を交付した。補助対
象経費＝管理運営費（役員報
酬，職員基本給等その他）+事
業費（ただし会員への配分+教
材費を除く）
会員数567人（男334人、女233
人）

長寿介護

課（高

齢）

９１　高

齢者の生

活支援事

業の推進
144 91-1

軽度生活援

助事業

在宅のひとり暮ら

し高齢者等の日常

生活を援助する。

介護保険の指定訪問介護事業
所に属する訪問介護員が提供
する。
利用者数
社会福祉協議会9人
カシマクオリティー6人
ハーベストシーズン9人
白十字4人
計28人

サービス内容の
周知と、他制度
との関連もある
ため、真に必要
な方に適正なサ
ービスを提供し
ていくことが必
要である。

2,955
実施し

た

介護保険の指定訪問介護事業所
に属する訪問介護員が提供す
る。
利用者数
社会福祉協議会8人
カシマクオリティー8人
ハーベストシーズン11人
白十字1人
計28人

長寿介護

課（高

齢）

１　高齢

者の介護

予防に向

けた取り

組みの推

進

９１　高
齢者の生
活支援事
業の推進

145 91-2

高齢者の医

療費助成事

業

高齢者の医療負担を軽
減することにより，受
療を容易にし健康の保
持と生活の安定を図
る。

市独自の神福制度により，
68･69歳の高齢者に対し医
療費を助成した。
・受給状況　23,642件

68,566
実施し

た

市独自の神福制度によ
り，68･69歳の高齢者に対
し医療費を助成した。
・受給状況　23,969件

国保年金

課
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　３　介護との両立を支援する環境づくり

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

９２　介

護予防事

業の充実

146 92-1
介護予防事

業

高齢者が出来る限

り介護状態に陥る

ことなく，健康で

生き生きと生活を

送れるよう支援す

る。

第1クールについては、二次予
防事業として介護予防教室を
各圏域（3箇所）で実施した。
第2クール以降は、一次予防事
業に対象を変更し介護予防教
室を各圏域（3箇所）で実施し
た。この他に水中ウォーキン
グ教室とくもん脳トレ教室を
実施した。介護予防教室参加
者実人数９０人、水中ウォー
キング教室参加者　延べ４６
５人、くもん脳トレ教室参加
者　延べ４８人。

対象者が多
く、新規事業
として、くも
ん脳トレ教室
も開始した
が、自分には
まだ早く必要
ないと思って
いる方が多く
教室参加者が
少ない。

7,809
実施し

た

要介護認定を受けていな
い65歳以上85歳未満の全
高齢者13329名に生活機能
評価チェックリストを送
付し、返送があった8606
名の内、2521名の二次予
防事業対象者に介護予防
事業への参加を促した。
実人数311名が介護予防教
室に参加をした。

地域包括

支援課

１　高齢

者の介護

予防に向

けた取り

組みの推

進

９２　介

護予防事

業の充実
147 92-2

高齢者筋力

向上トレー

ニング事業

高齢者の身体機能の
低下から引き起こさ
れる要介護状態にな
ることを予防する。

筋力向上トレーニング教室に
通っていた卒業生を対象に毎
週1回、筋力向上自主教室を開
催した。
実参加人数　11人
延べ参加人数　165人

0
実施し

た

筋力向上トレーニング教室に通
っていた卒業生を対象に毎週1
回、筋力向上自主教室を開催し
た。
実参加人数　14人
延べ参加人数　436人

地域包括

支援課

９３　介

護保険に

基づく公

的サービ

スの充実
148 93-1

通所介護事

業の運営

要介護状態等の高齢
者が，可能な限り居
宅で自立して日常生
活を営むことができ
るよう，機能訓練等
を行うなど利用者の
心身の機能の維持並
びに家族の身体的な
軽減を図る。

通所による，日常生活

の介護及び健康状態の

確認・相談・助言サー

ビスの提供を行った。

延べ利用者数 1,556人

近年，民間の通
所介護サービス
事業所が開設さ
れ選択肢が増え
たことにより，
利用者が減少傾
向にある。ま
た、民業の圧迫
にならないよ
う、運営方針の
検討が必要にな
ってきている。

41,431
実施し

た

通所による，日常生活の

介護及び健康状態の確認

・相談・助言サービスの

提供を行った。

延べ利用者数 2,154人

長寿介護

課（高

齢）

９３　介護
保険に基づ
く公的サー
ビスの充実

149 93-2
介護支援用

具給付事業

寝たきり高齢者に対
し，食事介助用具等を
給付することにより，
日常生活の便宜を図
り，介護者の負担を軽
減する。

オムツ等の介護用品を支給
し、在宅高齢者及び介護者
の負担軽減を図った。
利用者　1,022人

支給対象者が年
々増大している
ため、対象者
や、支給事務等
の軽減を検討す
る必要がある。

29,012
実施し

た

オムツ等の介護用品を支給
し、在宅高齢者及び介護者
の負担軽減を図った。
利用者 974人

長寿介護

課（高

齢）

２　介護

負担を軽

減する取

り組みの

推進

９３　介

護保険に

基づく公

的サービ

スの充実
150 93-3

住宅改修支

援事業

要援護高齢者に対

し，居住する住宅

の改修に要する費

用を助成し，自立

した豊かな生活を

支援する。

６万円を限度とし，規

定に該当する改修費用

の９割分を助成する。

手すり改修　１件

介護保険制度と
の関連が大きい
ため，平成２５
年度より制度を
見直し手すりの
取り付け等，軽
微な住宅改修の
みを対象とした
が，利用者の増
加には繋がって
いないのが現状
である。

58
実施し

た

２０万円を限度とし,規定

に該当する改修費用の９

割分を助成する。

トイレ改修　2件

長寿介護

課（高

齢）
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　３　介護との両立を支援する環境づくり

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

９３　介

護保険に

基づく公

的サービ

スの充実

151 93-4

居宅介護サ

ービス給付

事業

要介護認定を受け

た方が，住宅での

サービスを利用し

た時に保険を給付

する。

主に在宅で利用する介

護サービスについて要

介護者の状態にあわせ

て必要なサービスを適

正に給付した。

利用者の負担と
介護給付の安定
を図りつつ、要
介護者の状態に
あわせてそれぞ
れにあった居宅
介護サービスを
提供できるよう
にする。

1,709,477
実施し

た

高齢化の進展や制度の定着
に伴うサービス利用者の増
加等により，介護給付費が
増加する中，介護給付費適
正化のためには受給者に真
に必要な介護サービスを公
正な負担と適正な給付を提
供した。

長寿介護

課（介

護）

９３　介

護保険に

基づく公

的サービ

スの充実
152 93-5

施設介護サ

ービス給付

事業

介護老人福祉施

設，介護老人保健

施設，介護療養型

医療施設におい

て，介護サービス

を受けた時に保険

を給付する。

常に介護が必要で，在宅で
は介護ができない方や症状
が安定し，リハビリに重点
をおいた介護が必要な方，
あるいは長期間にわたり療
養が必要な方を対象に施設
に入所させて利用者及び介
護者の負担軽減を図った。

介護施設へのニ
ーズが高まり，
入居希望者も年
々増加している
中で，希望者を
充足できるだけ
の施設整備を行
うことは不可能
であり，利用者
及び介護者の負
担軽減が必要。

1,405,885
実施し

た

常に介護が必要で，在宅で
は介護ができない方や症状
が安定し，リハビリに重点
をおいた介護が必要な方，
あるいは長期間にわたり療
養が必要な方を対象に施設
に入所させて利用者及び介
護者の負担軽減を図った。

長寿介護

課（介

護）

９４　家

族介護支

援事業の

充実
153 94-1

家族介護教

室の開催

高齢者介護をして

いる家族に対し，

介護予防等の教室

を開催する。

在宅で介護を行ってい
る家族に対して，体位
交換や移乗等を介護す
る方される方双方にと
って負担の少ない方法
を講義と実技で紹介し
た。

周知方法として
広報と介護認定
等の通知とあわ
せて発送してい
るが，問い合わ
せや参加者が少
ないので時間帯
等の検討が必
要。

30
実施し

た

在宅で介護を行っている家族に
対して、移乗や体位交換、入浴
方法を伝えることにより、介護
負担軽減を図るための教室を開
催し、実技を行い，個別に対応
方法について介護者からの相談
に応じた。開催回数2回。延べ
参加人数19人。

地域包括

支援課

９４　家

族介護支

援事業の

充実

154 94-2

やすらぎ支

援員養成講

習会の開催

住み慣れた地域で生
活が継続できるよ
う，認知症高齢者と
その家族を支援す
る。

やすらぎ支援員養成講

習会を実施した。

参加者　１９名

修了者　８名

認知症に関心が
あり，参加して
いるが実際に訪
問へ結びつくや
すらぎ支援員の
活動が少ない。

120
実施し

た

やすらぎ支援員養成講習

会を実施した。

参加者33名

修了者18名

地域包括

支援課

９４　家

族介護支

援事業の

充実
155 94-3

地域包括支

援センター

運営事業

住民が住み慣れた地
域で安心して生活で
きるよう，介護予
防，福祉等の相談に
対して包括的に受け
られるよう支援す
る。

平成25年度より第２圏域につ
いて民間委託での包括支援セ
ンターを１箇所設置した。他
の圏域の民間委託について検
討したが、今年度は公募を行
わないということで方針を決
定したので新たな公募は行わ
なかった。

20,749
検討し

た

神栖市内を3つの日常生活圏域
として、エリア毎の地域特性を
考慮した課題を把握し、地域包
括ケアの推進を図るために、1
つの圏域の包括支援ｾﾝﾀーを民間
に委託するために公募を行い、
第２圏域について民間委託を行
った。

地域包括

支援課

２　介護

負担を軽

減する取

り組みの

推進

９５　地域
で介護を支
えあう活動
の促進

156 95-1

緊急通報体

制等整備事

業

高齢者等が急病，事故
等の理由で緊急に援助
を必要とする場合，消
防本部に通報できる緊
急通報装置の設置を支
援する。

新設及び保守点検を行

う。

保守点検　121件

電話機新設　19件

取り扱いが簡単
で、誤報が少な
くなるような機
器の導入に向け
た調査・研究が
課題である。

2,174
実施し

た

新設及び保守点検を行

う。

保守点検　44件

電話機新設　17件

長寿介護

課（高

齢）
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　３　介護との両立を支援する環境づくり

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

９５　地

域で介護

を支えあ

う活動の

促進
157 95-2

介護予防・

シルバーリ

ハビリ体操

教室

県が養成したシル

バーリハビリ体操

指導士による介護

予防体操を普及さ

せる。

平成25年度よりシルバーリハ
ビリ体操を神栖シルバーリハ
ビリ体操指導士会への委託事
業として実施した。市内8箇所
にて体操教室を8会場、473
人、延べ13305人、計420回実
施した。委託事業としたこと
で地区教室も始まり、34会
場、延べ5485人の方が定期的
にシルバーリハビリ体操を行
っている。　　　

2,545
実施し

た

市内8箇所にて体操教室を

8会場、470人、延べ12,97

3人、計350回実施した。

地区のシニアクラブに対

しての出前講座について

は291回実施し、延べ3615

人が参加をした。

地域包括

支援課

９６　障

害者の介

護負担の

軽減

158 96-1
自立支援費

事業

障害者総合支援法に
基づく福祉サービス
を実施し，障害者の
社会参加促進と介護
軽減を図る。

障害福祉サービス（居宅介
護、生活介護、機能訓練、生
活訓練、就労移行支援、短期
入所等）障害者補装具給付
（車いす、補聴器、下肢補装
具、義肢等）更生医療給付費
等

819,124
実施し

た

障害福祉サービス（居宅介護、
生活介護、機能訓練、生活訓
練、就労移行支援、短期入所
等）障害者補装具給付（車い
す、補聴器、下肢補装具、義肢
等）更生医療給付費等

障がい福

祉課

９６　障

害者の介

護負担の

軽減

159 96-2
地域生活支

援事業

障害の有無に関わら
ず個性を尊重し，安
心して暮らせること
ができる地域社会の
実現を図る。

補助給付費事業（日常生活用
具給付費、自動車免許取得
費、等）福祉サービス委託事
業（地域活動支援センター事
業、日中一時支援事業、移動
支援事業、精神障害者デイサ
ービス事業等）

94,861
実施し

た

補助給付費事業（日常生活用具
給付費、自動車免許取得費、
等）福祉サービス委託事業（地
域活動支援センター事業、日中
一時支援事業、移動支援事業、
精神障害者デイサービス事業
等）

障がい福

祉課

２　介護

負担を軽

減する取

り組みの

推進

９６　障害
者の介護負
担の軽減

160 96-3
福祉作業所
（きぼうの
家）運営事業

障害者自立支援及び障
害者の社会参加を促す
とともに，介護者の負
担軽減を図る。

縫製作業、農作業，組み立
て等の軽作業のほか生活適
応訓練や生活指導を実施

24,816
実施し

た

縫製作業、農作業，組み立
て等の軽作業のほか生活適
応訓練や生活指導を実施

障がい福

祉課
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基本目標Ⅳ 女と男・ともに参画を推進するシステムづくり

重点課題　１　子どもを安心して生み育てられる環境づくり

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

９７　審

議会等へ

の女性の

積極的登

用

161 97-1

審議会等へ

の女性委員

の参画促進

法令・条例等で設

置している審議会

委員への新規選任

・改選時に女性の

積極的な登用を図

る。

審議会等委員の市民公募及び
審議会等の公開に関する指針
に基づき，改選時に男女いず
れかの構成比が40％を下回ら
ないように努めた。市の条例
や要項により設置されている
審議会等の調査を実施し，女
性登用率の把握をした。
男女共同参画審議会（12人，
内女性5人）

0
実施し

た

審議会等委員の市民公募及び審
議会等の公開に関する指針に基
づき，改選時に男女いずれかの
構成比が40％を下回らないよう
に努めた。市の条例や要項によ
り設置されている審議会等の調
査を実施し，女性登用率の把握
をした。
男女共同参画審議会（12人，内
女性5人）

市民協働

課

９７　審

議会等へ

の女性の

積極的登

用 162 97-2

審議会等委

員の市民公

募及び審議

等の公開等

に関する指

針の周知

平成19年10月1日に施
行したこの指針では　
｢委員の公募にあたっ
ては，募集段階から当
該会議全体の男女の構
成比を考慮したうえ
で，原則どちらかが40
％を下回らないよう配
慮すること。｣として
いる。性別に偏らない
市政への参画推進のた
めに，本指針の周知を
図り，女性の登用を推
進する。

各所管課が審議会等の
新規選任・改選により
公募委員の募集をする
場合，男女構成に配慮
した実施を促せるよ
う，指針を庁内ネット
ワーク及び市のホーム
ページへ掲載し，職員
からの問合せ等にもす
ぐ対応できている。

0
実施し

た

各所管課が審議会等の新

規選任・改選により公募

委員の募集をする場合，

男女構成に配慮した実施

を促せるよう，指針を庁

内ネットワーク及び市の

ホームページへ掲載し，

職員からの問合せ等にも

すぐ対応できている。

行政改革

推進課

９８　女
性委員の
発掘と育
成

163 98-1

女性人材リ

スト整備事

業

女性(男性も含めた)人
材情報の収集に努める
とともに，各審議会等
の女性委員の登用を促
進する。

女性人材リストを整備するた
めに，インターネットによる
情報収集や，研修等で他市町
村職員との情報交換等を行
い，情報収集に努めた。

0
実施し

た

女性人材リストを整備するため
に，インターネット等で情報収
集に努めた。（女性人材ﾘｽﾄ設
置市：水戸市，日立市，笠間
市，ひたちなか市）

市民協働

課

９９　女

性職員へ

の研修機

会の充実

と職域拡

大

164 99-1

職員の研修

事業等への

派遣

男女共同参画社会
の実現に向けた施
策の実践的な展開
を図るため，県内
外の各種講座や研
修会等へ職員を派
遣する。

日本女性会議(徳島県阿南
市)，女性関連施設・地方公共
団体・団体リーダーのための
男女共同参画推進研修(埼玉県
嵐山町)，男女共同参画社会づ
くりに向けての全国会議(東京
都)へ参加。日本女性会議の分
科会については，ワークライ
フバランスに関する講座を受
けた｡

99
実施し

た

日本女性会議(仙台)へ

は，職員1名参加。分科会

では「役に立つ人権の

話」の講座を受けた｡

市民協働

課

９９　女性
職員への研
修機会の充
実と職域拡
大

165 99-2

各種会議へ

の女性職員

の参画

政策･施策等を立
案する各種会議へ
の女性職員の参画
拡大に努める。

男女共同参画審議会，生涯
学習推進会議などの各種会
議等へ出席することで，女
性職員の参画を促進した。

0
実施し

た

男女共同参画審議会，生涯
学習推進会議などの各種会
議等へ出席することで，女
性職員の参画を促進した。

市民協働

課

１　市政

等の立案

・決定へ

の女性の

参画拡大

９９　女性
職員への研
修機会の充
実と職域拡
大

166 99-3

職員の研修

会等への参

画促進

県内外の各種研修
会等へ女性職員の
積極的な参加を促
進する。

各種研修等へ積極的に

参加した。
0
実施し

た

各種研修等へ積極的に参

加した。

教育総務

課
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基本目標Ⅳ 女と男・ともに参画を推進するシステムづくり

重点課題　１　子どもを安心して生み育てられる環境づくり

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

９９　女

性職員へ

の研修機

会の充実

と職域拡

大

167 99-4

女性職員の

研修･職域拡

大

幅広い職務に対応

する能力向上及び

職員のスキルアッ

プのための研修会

等に参加する。

組織運営やメンタル面のフォ
ロー技術の向上のため，階層
別研修を実施し，また特別研
修を実施した。（女性職員/全
参加者）
○階層別研修（42/227）
○特別研修(12講座：310/750)
○派遣研修（29講座：11/37）
○要望等（7/35）
延べ参加者1,049名（うち女性
職員370名）

階層別研修（職
員課指名）は10
0%であるが，特
別研修，派遣研
修については，
研修内容を精
査，検討する必
要があった。

3,769
実施し

た

組織運営やメンタル面のフォロ
ー技術の向上のため，階層別研
修を実施し，また特別研修を実
施した。（女性職員/全参加
者）
○階層別研修（68/152）
○特別研修(13講座：142/358)
○派遣研修（26講座：13/47）
全参加者557名（うち女性職員2
23名）

職員課

１　市政

等の立案

・決定へ

の女性の

参画拡大

１００　

女性職員

の管理職

への登用

促進
168100-1

女性職員の

管理職への

登用促進

管理職の登用は，男性
女性に関わらず，判断
力,折衝能力，部下の
統率力，積極性などの
能力(資質)や意欲等に
より決定されることが
重要であるが，現時点
において女性管理職員
の比率が小さいことか
ら，今後，女性職員の
管理職への登用促進に
努める。

管理職の登用は，判断
力，折衝能力，部下の
統率力，積極性などの
能力(資質)や意欲等に
より決定されることが
重要であるため，管理
職の資質のある職員の
登用に努めた。

管理職の登用は
管理職としての
資質のある職員
を登用するた
め，目標値の設
定が困難である
が，「女性国家
公務員の採用・
登用の拡大等に
関する指針」に
基づいた目標値
を設定。

0
実施し

た

管理職の登用は，男性女
性に関わらず，判断力，
折衝能力，部下の統率
力，積極性などの能力(資
質)や意欲等により決定さ
れることが重要であるた
め，管理職の資質のある
職員の登用に努めた。

職員課

１０１　各
地区の活動
組織におけ
る男女共同
参画の推進

169101-1

地区活動に
おける男女
共同参画の
推進

町内会や各種団体への
男女共同参画の主旨普
及に努め，情報提供や
女性役員の登用などを
支援する。

未実施

パンフレット
を配布した
り，ＰＲする
機会がすくな
いため

0未着手

男女共同参画の推進に関

わるパンフレットや資料

を配布する。

市民協働

課

１０２ 各種
団体におけ
る女性代表
の就任促進

170102-1
女性代表の

就任促進

女性の社会的地位の向
上を図るため,審議会･
委員会等で女性代表の
就任を促進する。

審議会・委員会の改選時等で
女性代表の就任に努めた。男
女共同参画審議会は，女性の
代表者が就任した。

0
実施し

た

審議会・委員会の改選時等で女
性代表の就任に努めた。男女共
同参画審議会は，女性の代表者
が就任した。

市民協働

課

１０３　企
業や団体等
に対する女
性の登用を
促す啓発の
充実

171103-1

女性の参画

拡充への周

知

関係各課と連携を
とりながら企業･
団体等の方針決定
過程への女性の参
画を促すための啓
発に努める。

条例や計画の普及について
は，広報紙・情報誌・ホーム
ページ等を活用し，女性の参
画を促すための啓発に努め
た。また，市で開催するイベ
ント等において，男女共同参
画計画概要版等の配布を行っ
た。

0
実施し

た

条例や計画の普及につい

ては，広報紙・情報誌・

ホームページ等を活用

し，女性の参画を促すた

めの啓発に努めた。

市民協働

課

２　企業

・団体・

地域等へ

の女性の

積極的参

画の推進

１０４　各
種団体にお
おける女性
のネットワ
ークづく
り，活動支
援

172104-1

女性団体の

ネットワー

クづくり

地域での男女共同
参画を推進するた
め,女性団体の育
成とネットワーク
化を進める。

市女性団体連絡会(15団
体)の充実を図るため，
情報･意見交換会を10月
6日に開催し，25人が参
加した。

0
実施し

た

市女性団体連絡会(15団
体)の充実を図るため，情
報･意見交換会を10月8日
に開催し，23人が参加し
た。

市民協働

課

- 30 -



基本目標Ⅳ 女と男・ともに参画を推進するシステムづくり

重点課題　１　子どもを安心して生み育てられる環境づくり

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

１０５ 女

性の人材

情報の収

集，提供
173105-1

女性人材リ

スト情報の

提供

女性人材リストを
整備し，審議会等
委員への女性の積
極的な登用を促進
するため，人材情
報を提供する。

女性人材リストを整備するた
めに，インターネットによる
情報収集や，研修等で他市町
村職員との情報交換等を行
い，情報収集に努めた。ま
た，他課より女性の人材等に
ついて相談を受けた際の情報
提供に努めた。

0
実施し

た

女性人材リストを整備す
るために，インターネッ
ト等で情報収集に努め
た。（女性人材名簿設置
市：水戸市，日立市，笠
間市，ひたちなか市）

市民協働

課

１０６ 女
性の人材を
育成する機
会の充実

174106-1

男女共同参

画情報誌編

集委員の公

募

男女共同参画情報誌
編集委員を一般公募
し，女性の社会参加
機会と人材の育成に
努める。

情報誌「ハートフルかみす」
の編集委員を４人委嘱し，情
報誌の編集・発行をとおし
て，女性編集委員の社会参加
を促進した。（情報誌 年2回
発行）

212
実施し

た

情報誌「ハートフルかみす」の
編集委員を４人委嘱し，情報誌
の編集・発行をとおして，女性
編集委員の社会参加を促進し
た。（情報誌 年2回発行）

市民協働

課

３　女性

の人材情

報の収集

とリーダ

ーの育成

１０７　

女性リー

ダーの育

成
175107-1

研修会等へ

の参加者補

助事業

男女共同参画に関する
意識の高揚と地域社会
におけるリーダーの養
成を図るため，男女共
同参画に関する研修に
参加した市民に対し，
参加経費等の一部を補
助する。

神栖市男女平等に関する研修
事業参加者補助金交付要項に
基づき，研修会等に参加した
一般市民に対して，参加経費
等の一部を助成した。
・日本女性会議（徳島県阿南
市）公募市民1人参加
・ﾊーﾓﾆーﾌﾗｲﾄいばらき（今年度
は該当なし）

53
実施し

た

神栖市男女平等に関する研修事
業参加者補助金交付要項に基づ
き，研修会等に参加した一般市
民に対して，参加経費等の一部
を助成した。・日本女性会議
（仙台市）公募市民1人参加・ﾊ
ﾓーﾆーﾌﾗｲﾄいばらき（今年度は該
当なし）

市民協働

課
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基本目標Ⅳ 女と男・ともに参画を推進するシステムづくり

重点課題　２　男女共同参画を推進する体制の充実

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

１０８　

男女共同

参画に関

する調査

研究

176108-1

男女共同参

画に関する

市民意識調

査

市民の意識と実態

を調査し，男女共

同参画に関する計

画や施策の立案等

の資料とする。

今後の事業の参考とするた
め，インターネット等におい
て，他県及び他市町村等での
男女共同参画に関する意識調
査についての情報を収集し
た。また，研修等で他市町村
職員との情報交換を行い，情
報収集に努めた。

0
検討し

た
未実施

市民協働

課

１０９　

男女共同

参画に関

する情報

収集

177109-1

男女共同参

画情報の収

集

男女共同参画社会

に関する情報を収

集し，施策や相談

機能などに活用す

る。

インターネットや広報紙等か
ら，国・県及び他市町村の男
女共同参画情報を収集した。
また，他市町村で行われた男
女共同参画に係るイベントへ
の参加や，研修等で他市町村
職員との情報交換等を行い，
情報収集に努めた。

0
実施し

た

今後の事業の参考とする

ため，インターネットや

広報紙等から，国・県及

び他市町村の男女共同参

画情報を収集した。

市民協働

課

１０９　
男女共同
参画に関
する情報
収集

178109-2
職員の派遣

事業

毎年，全国規模で開催
される男女共同参画
「日本女性会議」に職
員を派遣し，各自治体
の情報を収集し，今後
の業務内容等に反映す
る。

日本女性会議(徳島県阿南市)1
0/11～12へは，職員1名参加。
分科会では，ワークライフバ
ランスに関する講座を受けた｡
また，他市町村職員との情報
交換等を行い，情報収集に努
めた。

79
実施し

た

日本女性会議(仙台)10/26
～27へは，職員1名参加。
分科会では「役に立つ人
権の話」の講座を受け
た。

市民協働

課

１　男女

共同参画

に関する

調査研究

や情報発

信の充実

１１０　男
女共同参画
に関する広
報の推進

179110-1
ホームペー
ジの活用事
業

男女共同参画に関する
情報を市のホームペー
ジに掲載し，各種情報
を提供する。

市ホームページにて，男女共
同参画に関する国や県の情報
を掲載し，市民への情報提供
に努めた。

0
実施し

た

市ホームページにて，男女共同
参画に関する国や県の情報を掲
載し，市民への情報提供に努め
た。

市民協働

課

１１１　行
政職員に対
する男女共
同参画を推
進するため
の意識の普
及

180111-1
職員の意識

の啓発

男女共同参画に関

する意識の高揚を

図る。

各所管課へ男女共同参画計
画実施計画（H２５～２
９）の作成および，実施状
況報告の作成を依頼し，職
員の意識の高揚に努めた。

0
実施し

た

各所管課へ男女共同参画
計画実施計画の見直しや
実施状況報告の作成を依
頼し，職員の意識の高揚
に努めた。

市民協働

課

１１２　男
女共同参画
推進本部の
設置，運営

181112-1

男女共同参

画推進本部

の設置

男女共同参画の推進に
関する施策の策定及び
総合的かつ計画的に事
業の実施を推進するた
め，庁内組織を設置し
運営する。

他市町村のホームペー

ジを閲覧し，男女共同

参画組織等の事例研究

に努めた。

0
検討し

た

他市町村のホームページ

を閲覧し，男女共同参画

組織等の事例研究に努め

た。

市民協働

課

２　総合

的な推進

体制の整

備，強化

１１３　

男女共同

参画審議

会の運営
182113-1

男女共同参

画審議会の

開催

市長の諮問に応
じ，本市における
男女共同参画に関
する事項を調査審
議し，市長に意見
を述べる。

男女共同参画に関する事項を
調査・審議するため，男女共
同参画審議会を年間4回開催し
た。男女共同参画計画の見直
しや男女共同参画推進事業の
前年度実績報告，男女共同参
画推進事業者表彰に関する諮
問・答申などを行った。

247
実施し

た

男女共同参画に関する事項
を調査・審議するため，男
女共同参画審議会を年間2回
開催した。男女共同参画推
進事業の前年度実績報告，
男女共同参画推進事業者表
彰に関する諮問・答申など

市民協働

課
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基本目標Ⅳ 女と男・ともに参画を推進するシステムづくり

重点課題　２　男女共同参画を推進する体制の充実

事　業　の　概　要 平成２５年度の取り組み 平成２４年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

１１４　市
の取り組み
に対する定
期的な評
価，報告

183114-1

年次報告書

の作成及び

公表

神栖市男女共同参画計
画で示した施策につい
て，実施計画及び実施
報告書を作成し市のホ
ームページ等に掲載す
る。

男女共同参画計画（ハートフ
ルプラン）で定めた施策を，
より効果的・計画的に推進す
るため，平成24年度の取組内
容を実施状況報告書として審
議会へ報告し，公表した。

0
実施し

た

男女共同参画計画（ハートフル
プラン）で定めた施策を，より
効果的・計画的に推進するた
め，平成23年度の取組内容を実
施状況報告書として審議会へ報
告し，公表した。

市民協働

課

１１５　男
女共同参画
に関する苦
情等処理制
度の整備
（行政相談
制度や人権
擁護期間な
ど既存の制
度の活用）

184115-1

男女共同参

画に関する

苦情等処理

制度の整備

男女共同参画に関

する苦情の申し出

に対応するため，

苦情処理体制の推

進を図る。

広報紙、ホームページ

等で行政相談、人権擁

護相談に関するお知ら

せを掲載し、ＰＲに努

めた。

0
実施し

た

広報紙、ホームページ等

で行政相談、人権擁護相

談に関するお知らせを掲

載し、ＰＲに努めた。

市民協働

課

２　総合

的な推進

体制の整

備，強化

１１６男
女共同参
画活動を
推進する
ための拠
点機能の
整備，充
実

185116-1

男女共同参

画拠点施設

の整備

市民や事業者が行

う男女共同参画の

活動を支援するた

めの拠点施設を整

備する。

神栖地域：女性サロ

ン，波崎地域：女性子

どもセンターにおい

て，女性団体等への貸

し館業務を行った。

現在は，場所の
提供が主になっ
ており，運営・
支援等を行うス
タッフの充実が
必要である。ま
た，女性サロン
および女性子ど
もセンターの貸
し館について
は，PRに力を入
れていく。

0
検討し

た
未実施

市民協働

課
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